
１－１－１ 

 

利用者情報登録業務 

 

輸出入・港湾関連情報処理システム（以下、システムという。）を使用して利用者自らがシステ

ムへの設定を行う業務（以下、設定業務という。）の処理手順を説明したものです。 

（注）設定業務に係る業務仕様については、ＮＡＣＣＳ掲示板「業務仕様書」の「輸出入共通業

務」に掲載しています。 

設定業務とは、関税法等の規程に基づく税関及び関係省庁への申告もしくは申請または許可・承

認等の対象となる税関及び関係省庁手続業務とは異なりますが、ＮＡＣＣＳというシステムの利用

に先立ち、ＮＡＣＣＳ業務を処理した結果の出力情報をどの端末、メールボックスに出力するか、

管理資料の出力要否を登録、変更する等のユーティリティな業務です。 

なお、利用申込み後、ＮＡＣＣＳセンターが最低限必要な設定を致しますので、受領した利用者

ＩＤ、パスワード等を利用し、必要に応じ設定変更を行ってください。 

最低限の設定については、後述のそれぞれの業務の説明事項中「留意事項」に記載しております

のでご確認ください。 

設定業務の業務フローイメージは図１を参照お願います。 

 

【留意事項】 

利用者情報登録業務は、オンライン業務を利用してシステム設定の登録・変更・削除を行うも

のですので、以下の事項に注意してください。 

１．当該オンライン業務は、各社・事業所におけるシステム管理者、業務責任者（以下「システ 

ム管理者等」という。）又はシステム管理者等の指示に基づき業務を実施してください。 

２．システム管理者と連携を取って頂き、適正に業務を実施してください。 

３．本業務は、登録・変更又は削除を行った瞬間に、システム設定情報が変更になりますので、 

入力後、送信ボタンを押下（クリック）する前に、入力内容の再確認を行ってください。 
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図１ システム設定情報の業務フローイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務担当者 システム管理者 

① EXC 電文の出力先変更依頼 

EXC型宛先管理登

録（UOC）業務で宛

先登録 

②UOC 業務を実施 

NACCS 

③即時反映 

④設定完了連絡 

⑤申告業務等を行う 

NACCS利用者 
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表１ 利用者情報登録業務一覧 

    ※備考欄に特に記載が無い限り、海上/航空共通で利用できる。 

項目番号 業務名 
業務 
コード 

業務概要 備考 

１ 利用者情報登録 URY 

 

利用者パスワードの変更を行う。 

また、データ送受信処理方式がメール

処理方式であり、かつメールボックスと

のシングルサインオン利用者の場合

は、同時にメールボックスパスワードを

変更した利用者パスワードと同一の値

に変更する。 

 

２－１ 通関士証票番号

登録 

UTB 

 

NACCSを利用する利用者が通関士の

場合は、本業務にて通関士証票番号

を登録する。 

 

２－２ 通関士証票番号

照会 

UTB01 通関士ＩＤ及び証票番号について、シ

ステムに登録されている情報を呼び出

す。 

 

３－１ 会話型宛先管理

登録 

UOK データ送受信処理方式が会話型で、

出力パターンがINQ型／EXZ型の宛

先を登録する。 

 

３－2 会話型宛先管理

照会 

UOK01 

 

「会話型宛先管理登録」によりシステム

に登録した情報を一覧照会する。 

 

３－3 会話型宛先管理

登録呼出し 

(照会業務として

利用) 

UOK11 

 

「会話型宛先管理登録」によりシステム

に登録した情報を出力情報コード単

位に呼び出す。 

 

４－１ メール型宛先管

理登録 

UOM 

 

データ送受信処理方式がメール型

で、出力パターンがINQ/EXZ型の宛

先を登録する。 

利用申込後

ＮＡＣＣＳセン

タ ーが必 要

最低限の設

定 を 行 い ま

す。 

４－２ メール型宛先管

理照会 

UOM01 

 

「メール型宛先管理登録」業務により

システムに登録した情報を一覧表示

する。 

 

４－３ メール型宛先管

理登録呼出し 

UOM11 

 

「メール型宛先管理登録」業務により

システムに登録した情報を出力情報コ

ード単位に呼び出す。 

 

５－１ EXC型宛先管理

登録 

UOC 

 

データ送受信処理方式に関わらず、

出力パターンがEXC型の宛先を登録

する。 

利用申込後

ＮＡＣＣＳセン

タ ーが必 要

最低限の設

定 を 行 い ま

す。 

５－２ EXC型宛先管理

照会 

UOC01 

 

「EXC型宛先管理登録」業務によりシ

ステムに登録した情報を一覧表示す

る。 
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項目番号 業務名 
業務 
コード 

業務概要 備考 

５－３ EXC型宛先管理

登録呼出し 

UOC11 

 

「EXC型宛先管理登録」業務によりシ

ステムに登録した情報を出力情報コー

ド単位に呼び出す。 

 

６－１ 同報電文出力先

登録 

UOD 

 

システムからの緊急の通知を出力する

宛先を登録する。 

利用申込後

ＮＡＣＣＳセン

タ ーが必 要

最低限の設

定 を 行 い ま

す。 

６－２ 同報電文出力先

呼出し 

UOD11 

 

「同報電文出力先登録」業務によりシ

ステムに登録した情報を呼び出す。 

 

７－１ 照会資格者登録 ＵＳＳ 入力者以外に照会が可能な利用者

を登録する。※同一企業単位 

 

７－２ 照会資格者登録

呼出し 

USS11 

 

「照会資格者登録」により、システムに

登録した情報を呼び出す。 

 

７－３ 照会資格者登録 

（強制入力） 

USS12 入力者以外に照会が可能な利用者

を登録する。※他企業の利用者コ

ードを登録可能。 

 

８ 管理資料情報配

信要否登録呼出

し 

（管理資料情報

配信要否登録） 

 

UKS11 

 

 

（UKS） 

 

管理資料情報の配信要否について、

システムに登録されている情報を呼び

出す。 

なお、配信要否の登録または変更を

行う場合は、呼び出した設定状況を確

認したうえで、必要な管理資料を登録

する。 

 

 

９ 口座複数利用可

能者登録呼出し

 (照会業務とし

て利用) 

UKZ11 

 

「口座複数利用可能者登録」によりシ

ステム登録した情報を呼び出す。 

 

１０ 輸出入許可通知

情報等二重出力

用基本情報登録

呼出し 

(照会業務として

利用) 

UOJ11 

 

「輸出入許可通知情報等の二重出力

用基本情報についてシステムに登録

されている情報を呼び出す。 

 

 

１１－１ 輸出入許可通知

情報等二重出力

用宛先管理照会 

UON01 

 

「輸出入許可通知情報等二重出力用

宛先管理登録」によりシステムに登録

した情報を一覧照会する。 

 

 

１１－２ 輸出入許可通知

情報等二重出力

用宛先管理登録

呼出し 

(照会業務として

利用) 

UON11 

 

「輸出入許可通知情報等二重出力用

宛先管理」によりシステムの登録した

情報を出力情報コード単位に呼び出

す。 
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項目番号 業務名 
業務 
コード 

業務概要 備考 

１２－１ 許可後訂正可能

者登録 

UKT 

 

入力者以外に許可後の訂正が可能な

利用者を登録する。※同一企業単位 

 

 

１２－２ 許可後訂正可能

者登録呼出し 

(照会業務とし

て利用) 

 

UKT11 

 

「許可後訂正可能者登録」業務により

システムに登録した情報を呼び出す。 

 

１２－３ 許可後訂正可能

者登録（強制入

力） 

UKT12 入力者以外に許可後の訂正が可能な

利用者を登録する。※他企業の利用

者コードを登録可能。 

 

１３ 納付書等出力先

登録呼出し 

(照会業務として

利用) 

UNF11 

 

「納付書等出力先登録」によりシステム

に登録した情報を呼び出す。 

 

 

 

 

 

１４ 保税地域関連情

報登録呼出し 

 

（保税地域関連

情報登録） 

UBA11 

 

 

（UBA） 

保税地域に関する各種帳票や電文の

出力要否等について、システムに登録

されている情報を呼び出す。 

なお、出力要否の登録または変更を

行う場合は、呼び出した設定状況を確

認したうえで、必要な帳票等を登録す

る。 

航空のみ 

１５－１ 保税蔵置場別ク

レジット扱業者登

録 

UBC 保税蔵置場別にクレジット扱業者を登

録する。 

航空のみ 

１５－２ 保税蔵置場別ク

レジット扱業者登

録呼出し 

UBC11 「保税蔵置場別クレジット扱業者登録」

業務によりシステムに登録した情報を

呼び出す。 

航空のみ 

１６－１ 機用品受託航空

会社登録 

UCJ 機用品に係る受託航空会社を登録す

る。 

航空のみ 

１６－２ 機用品受託航空

会社登録呼出し 

UCJ11 「機用品受託航空会社登録」業務によ

りシステムに登録した情報を呼び出

す。 

航空のみ 

１７ 蔵置場所別在庫

データ出力要否

設定 

（蔵置場所別在

庫データ出力要

否設定呼出し） 

UIA11 

 

 

（UIA） 

管理資料「蔵置場所別在庫データ」の

出力要否について、システムに登録さ

れている情報を呼び出す。 

なお、出力要否の登録または変更を

行う場合は、呼び出した設定状況を確

認したうえで、必要な出力情報等を登

録する。 

航空のみ 
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項目番号 業務名 
業務 
コード 

業務概要 備考 

１８ リアルタイム口座

帳票要否呼出し 

 

 

（リアルタイム口

座帳票要否登

録） 

URK11 

 

 

 

（URK） 

オンライン・リアルタイム口座を用いた

関税等の振替完了通知情報の出力

要否設定状況を呼び出す。 

 

なお、配信要否の登録又は変更を行

う場合は、呼び出した設定状況を確認

したうえで、関税等の振替完了通知情

報の出力要否を登録する。 

 

１９－１ 港別船会社登録 UMF 

 

入力者に複数の船会社を関連付ける

場合や、港別に出力情報の出力先船

会社を指定したい場合にその船会社

を登録する。 

海上のみ 

１９－２ 港別船会社登録

呼出し 

UMF11 

 

「港別船会社登録」業務によりシステム

に登録した情報を呼び出す。 

 

海上のみ 

２０－１ 搬出入業務代行

者登録 

UHN 

 

入力者に代行して搬出入業務を実施

可能な利用者を登録する。 

海上のみ 

２０－２ 搬出入業務代行

者登録呼出し 

UHN11 

 

「搬出入業務代行者登録」業務により

システムに登録した情報を呼び出す。 

 

海上のみ 

２１－１ 船会社別ブッキ

ング情報先行登

録積出港登録 

UFB 

 

「ブッキング情報登録（ＢＫＲ）」業務の

先行登録を必須としたい船会社コード

を登録する。 

海上のみ 

２１－２ 船会社別ブッキ

ング情報先行登

録積出港登録呼

出し 

UFB11 「船会社別ブッキング情報先行登録積

出港登録」業務によりシステムに登録

した情報を呼び出す。 

 

海上のみ 

２２－１ 申告可能者登録 UKY 申告可能者の利用者コードを登録す

る。※同一企業単位 

 

 

２２－２ 申告可能者登録

呼び出し 
UKY11 「申告可能者登録」業務によりシステム

に登録した情報を呼び出す。 

 

２２－３ 申告可能者登録

（強制入力） 
UKY12 申告可能者の利用者コードを登録す

る。※他企業の利用者コードを登録可

能。 
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項目番号 業務名 
業務 
コード 

業務概要 備考 

２３－１ 積荷目録情報登

録省略機能不要

設定登録 

UAF 船会社コード等の単位に、「積荷目録

提出（ＤＭＦ）」業務における出港前報

告情報を利用した積荷目録情報登録

機能の不要設定の登録および削除を

行う。 

海上のみ 

２３－２ 積荷目録情報登

録省略機能不要

設定情報照会 

UAF01 「積荷目録情報登録省略機能不要設

定登録」業務によりシステムに登録し

た情報を照会する。 

海上のみ 

２４－１ 輸入ＣＦＳ引取予

定情報受付時間

登録 

UCT 「輸入ＣＦＳ引取予定情報通知（ＲＣＳ

０１）」業務に先立ち、搬出依頼受付終

了時刻等を登録する。 

海上のみ 

２４－２ 輸入ＣＦＳ引取予

定情報受付時間

登録呼出し 

UCT11 「輸入ＣＦＳ引取予定情報受付時間登

録」業務によりシステムに登録した情

報を呼び出す。 

なお、登録内容を確認したい場合、本

業務を利用して登録内容の照会を行

う 

海上のみ 

２５－１ 一 括 納 付 書 等

（包括延長）集約

先登録 

UIK 包括納期限延長に係る一括納付書の

集約先を登録する。 

 

２５－２ 一 括 納 付 書 等

（包括延長）集約

先登録呼出し 

UIK11 「一括納付書等（包括延長）集約先登

録」業務によりシステムに登録した情

報を呼び出す。 

 

２６－１ 一 括 納 付 書 等

（特例即納）配信

日登録 

UTK 一括納付書等（特例即納）の配信日

を登録する。 

 

２６－２ 一 括 納 付 書 等

（特例即納）配信

日登録呼出し 

UTK11 「一括納付書等（特例即納）配信日登

録」業務によりシステムに登録した情

報を呼び出す。 
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設定業務 

 

１．利用者情報登録（ＵＲＹ）業務 

 

ＮＡＣＣＳ利用者自身の利用者ＩＤ及び同一利用者コード内利用者ＩＤのパスワードの変更を

行います。また、データ送受信処理方式がメール処理方式であり、かつメールボックスとのシング

ルサインオン利用者である場合は、同時にメールボックスパスワードを変更した利用者パスワード

と同一の値に変更します。 

変更は、「利用者情報登録（ＵＲＹ）」業務を利用し、次に掲げる事項を入力して送信すること

により行います。 

 

（１）変更方法 

   ［１］処理区分コード（「処理区分」欄） 

    自身の利用者ＩＤのパスワード変更を行う場合は「Ｃ」、同一利用者コード内の他の 

利用者ＩＤを初期化する場合は「Ｉ」もしくは「Ｘ」を入力します。 

※他の利用者ＩＤを「Ｃ：変更」することはできません。 

［２］利用者ＩＤ（「利用者ＩＤ」欄） 

現在ログイン中の利用者ＩＤ（利用者コード（5桁）＋識別番号（3桁））もしくは 

初期化を実施したい利用者ＩＤを入力します。 

［３］利用者パスワード（「利用者パスワード」欄） 

自身の利用者ＩＤのパスワードを変更する場合は、6桁以上8桁以内の半角英数字（A 

からZ及び0から9を1種類以上使用する）を入力します。 

なお、他利用者ＩＤの初期化の場合は入力不要です。 

［４］利用者パスワード（確認）（「利用者パスワード（確認）」欄） 

 自身の利用者ＩＤのパスワードを変更する場合は、確認のため、上記［３］で入力した 

利用者パスワードを再度入力します。 

なお、他利用者ＩＤの初期化の場合は入力不要です。 

 

≪入力画面≫ 
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  （２）留意事項 

    同一利用者コード内の他の利用者ＩＤを初期化した場合、初期化後のパスワードはＵＲＹ 

業務を実施した利用者に利用者パスワード初期化情報（出力情報コードCAL1210）が配信され 

ますので、初期化後パスワードについて実利用者への連絡をお願いします。 

    また、同一利用者コード内の他の利用者ＩＤがない場合で、パスワードを失念した場合は、

ＮＡＣＣＳサポートシステム（以下、「ＮＳＳ」）を利用してシステム設定のパスワード初期

化メニューから申込を行ってください。 
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２－１．通関士証票番号登録（ＵＴＢ）業務 

 

システム管理者等が、通関士に係る通関士証票番号の登録、変更または削除（以下「登録等」と

いう。）を行う場合に本業務を実施します。 

登録等は、「通関士証票番号登録（ＵＴＢ）」業務を利用し、それぞれ次に掲げる事項を入力し

て送信することにより行います。 

システム管理者等以外の者が通関士証票番号の登録等を行う場合は、予めシステム管理者等の指

示の下、業務を実施してください。 

 

(１) 登録方法 

［１］利用者ＩＤ（「利用者ＩＤ」欄） 

現在ログイン中の利用者ＩＤ（利用者コード（5桁）＋識別番号（3桁））もしくは証票 

登録を実施したい利用者ＩＤを入力します。 

［２］通関士証票番号（「通関士証票番号」欄） 

上記［１］で入力した利用者ＩＤに係る通関士証票番号（税関より払いだされた通関士 

証票番号）を入力します。 

 

(２) 変更方法 

［１］利用者ＩＤ（「利用者ＩＤ」欄） 

現在ログイン中の利用者ＩＤ（利用者コード（5桁）＋識別番号（3桁））もしくは証票 

変更登録を実施したい利用者ＩＤを入力します。 

［２］通関士証票番号（「通関士証票番号」欄） 

上記［１］で入力した利用者ＩＤに係る変更後の通関士証票番号（税関より払いだされた 

通関士証票番号）を入力します。 

 

(３) 削除方法 

［１］利用者ＩＤ（「利用者ＩＤ」欄） 

現在ログイン中の利用者ＩＤ（利用者コード（5桁）＋識別番号（3桁））もしくは証票 

削除を実施したい利用者ＩＤを入力します。 

［２］通関士証票番号（「通関士証票番号」欄） 

スペース（空欄）とします。 

≪入力画面≫  
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２－２．通関士証票番号照会（ＵＴＢ０１） 

 

  システム管理者等は、利用者コード（5桁）単位に、現在利用可能となっている通関士ＩＤ及び

証票番号を照会することができます。 

なお、本業務は照会業務として利用することが可能な他、照会画面から通関士証票番号登録（Ｕ

ＴＢ）業務へ画面を遷移し、登録、変更及び削除を行うことが可能です。 

照会は「通関士証票番号照会(ＵＴＢ０１)」業務を利用し、次の事項を入力して送信することに

より行います。 

 

（１）照会方法 

利用者コード（「利用者コード」欄） 

現在ログオンしている利用者コード（5桁）を入力します。 

 

  ≪入力例≫ 

     

 

      本照会により、「通関士証票番号照会情報（出力情報コード：CAL0960）」が配信さ

れます。 
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      （２）ＵＴＢ業務への遷移方法（業務リンク機能） 

 

照会により配信された「通関士証票番号照会情報」画面の紫字になっている利用者ＩＤ

上で、マウスを右クリックし業務リンク（L）にカーソルを合わせ、ＵＴＢ（通関士証

票番号登録）を選択すると、ＵＴＢの画面へ遷移されます。 

  

証票番号がブランクであっても、

有効な利用者ＩＤであれば表示さ

れます。 
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（３）留意事項 

      ［１］ログオンしている利用者ＩＤ以外の通関士ＩＤの証票番号を変更する場合は、Ｕ

ＴＢ０１業務からＵＴＢ業務へ遷移しないため、ＵＴＢ業務から登録を行ってく

ださい。 

 

      

     

［２］業務リンクから遷移されたＵＴＢ画面にはログオン中の利用者ＩＤが表示されま

す。 

 

入力者情報欄にはログオン中の利用者コード、利用者

ＩＤが表示される為、通関士ＩＤ以外の利用者ＩＤで

ログオンしている場合、証票番号はブランクで表示さ

れます。 
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ログオン中の利用者ＩＤ 

通関士証票番号欄はブランクとなって

いるので、新たに変更したい証票番号

を入力します。（詳細はＵＴＢ業務を

ご参照ください） 
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３－１．会話型宛先管理登録（ＵＯＫ）業務 

 

データ送受信処理方式が会話型であり、システム管理者等は、出力パターンがＩＮＱ型／ＥＸＺ

型の宛先について、入力端末とは別の端末に出力する為に出力先の端末を出力情報コード単位に登

録、変更または削除（以下「登録等」という。）する場合、本業務を実施します。 

 登録等は、「会話型宛先管理登録（ＵＯＫ）」業務を利用し、それぞれ次の事項を入力または選

択して送信することにより行います。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してくださ

い。 

変更・削除を行う場合には、必ず「会話型宛先管理登録呼出し（ＵＯＫ１１）」業務を利用して、

現在の設定内容を呼び出してから変更・削除の作業を行ってください。 

 

(１) 登録方法 

 ［１］入力端末名（「入力端末名」欄） 

     入力端末名（6桁）を入力します。 

 ［２］出力情報コード（「出力情報コード」欄） 

上記［１］で入力した入力端末から出力端末に送信する出力情報コードを入力します。 

     －入力例－ 

      処理結果通知電文以外の入力例：AAD2AG（6桁） 

      全ての出力情報コードの入力例：999999（6桁） 

 －「変更する内容」の枠内－ 

［３］出力端末名（更新後）（「出力端末名」欄） 

        出力端末名を入力します。 

［４］出力先利用者コード（変更後）（「出力先利用者コード」欄） 

出力端末名にＳＭＴＰ双方向向け出力端末名を指定している場合は、入力してくださ

い。 

［５］出力先システム形態（変更後）（「出力先システム形態」欄） 

出力端末名にＳＭＴＰ双方向及びｅｂＭＳ向け出力端末名を指定している場合は、以下

のいずれかの形態を入力または選択します。 

形態 内 容 

Ｙ ＳＭＴＰ双方向 

Ｖ ｅｂＭＳ 

［６］削除要否（「削除要否」欄） 

スペース（空欄）を選択します。 
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(２) 変更方法 

「会話型宛先管理登録呼出し（ＵＯＫ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼び出し、上

記(1)登録方法に準じて変更後の内容を入力します。 

 

(３) 削除方法 

「会話型宛先管理登録呼出し（ＵＯＫ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼び出し、

削除要否を入力します。 

［６］削除要否（「削除要否」欄）    

「Ｄ」を入力または選択します。 

 

(４) 出力情報 

本登録等により、入力者に対し「会話型宛先管理情報（出力情報コード：CAL0300）」が配信

されます。 

 

(５) 留意事項 

  ①出力先端末は利用者の所有する端末以外には設定できません。 

  ②ログインする利用者ＩＤ（8桁）の利用者コード（5桁）に紐づいている論理端末名 

のみ出力先論理端末名として設定が可能です。 
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≪入力例≫ 

※会話型宛先管理登録呼出し（ＵＯＫ１１）業務を行った後、本業務を行う入力例（宛先の出力端

末名を「1S008W」から「22222W」に変更する例） 

 

  

 

 

 

ＵＯＫ11業務によって呼び出された

現在の設定状況が出力されます。 

現在の「1S008W」から変更する為、「22222W」を入

力します。 

ＳＭＴＰ双方向向けの出力端末名の場合は入力し

てください。 

ＳＭＴＰ双方向及びｅｂＭＳ向けの出力端末名を指

定していない場合は入力不要です。 

「削除」の場合以外はスペース

（空欄）にしておきます。 
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３－２．会話型宛先管理照会（ＵＯＫ０１）業務 

 

データ送受信処理方式が会話型であり、システム管理者等は、出力パターンがＩＮＱ型／ＥＸＺ

型の宛先について、入力端末毎に、出力情報コードと出力端末を一覧照会することができます。 

 

(１) 照会方法 

照会は、「会話型宛先管理照会（ＵＯＫ０１）」業務を利用し、次の事項を入力して送信

することにより行います。 

［１］入力端末名（「入力端末名」欄） 

照会したい入力端末の論理端末名を入力します。 

 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

(２) 出力情報 

本照会により、入力者に対し「会話型宛先管理照会情報（出力情報コード：CAL0310）」

が配信されます。 
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３－３．会話型宛先管理登録呼出し（ＵＯＫ１１）業務   

 

データ送受信処理方式が会話型であり、システム管理者等は、出力パターンがＩＮＱ型／ＥＸＺ

型の宛先について、出力先の端末を出力情報コード単位に呼び出します。 

なお、本業務は照会業務として利用します。 

呼び出し（照会）は、「会話型宛先管理登録呼出し（ＵＯＫ１１）」業務を利用し、次の事項を

入力して送信することにより行います。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してくだ

さい。 

 

 

(１) 呼び出し(照会)方法 

［１］入力端末名（「入力端末名」欄） 

呼び出したい論理端末名を入力します。 

［２］出力情報コード（「出力情報コード」欄） 

上記［１］で入力した端末に係る出力情報コードを入力します。 

 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

 

(２) 出力情報 

本呼び出し(照会)により、「会話型宛先管理呼出情報（出力情報コード：CAL0320）」が

配信されます。 
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４－１．メール型宛先管理登録（ＵＯＭ）業務 

 

データ送受信処理方式がメール型であり、システム管理者等は、出力パターンがＩＮＱ型／ＥＸ

Ｚ型の宛先について、出力先のメールボックスまたは出力端末名を出力情報コード単位に登録、変

更または削除（以下「登録等」という。）を行う場合に本業務を実施します。 

登録等は、「メール型宛先管理登録（ＵＯＭ）」業務を利用し、それぞれ次の事項を入力または

選択して送信することにより行います。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してくだ

さい。 

変更・削除を行う場合には、必ず「メール型宛先管理登録呼出し（ＵＯＭ１１）」業務を利用し

て、現在の設定内容を呼び出してから変更・削除の作業を行ってください。 

 

(１) 登録方法 

［１］入力元メール識別（「入力元メール識別」欄） 

以下のいずれかを入力または選択します。 

    表：メール種別コード表 

種別 内 容 

Ｍ メール 

Ｅ ＥＤＩＦＡＣＴ 

［２］利用者ＩＤ（「利用者ＩＤ」欄） 

利用者ＩＤ（利用者コード（5桁）＋識別番号（3桁））を入力します。 

［３］出力情報コード（「出力情報コード」欄） 

上記［２］で入力した利用者ＩＤに係る出力情報コードを入力します。 

－入力例－ 

          処理結果通知電文以外の入力例：AAD2AG（6桁） 

          処理結果通知電文の入力例  ：*AEDA01（7桁）、*AEDA（5桁） 

          全ての出力情報コードの入力例：999999（6桁） 

            ※出力先にメールボックスＩＤを指定している場合 

          全ての帳票電文の入力例   ：888888（6桁） 

            ※出力先に出力端末名を指定している場合 

―「変更する内容」の枠内― 

［４］メールボックスＩＤ・出力端末名（変更後） 

（「メールボックスＩＤ・出力端末名」欄） 

出力先のメールボックスＩＤまたは出力端末名を入力します。 

［５］出力先種別（変更後）（「出力先種別」欄） 

上記［４］でメールボックスＩＤを入力した場合 

出力先のメール種別を、上表（メール種別コード表）の区分に従い、い

ずれかを入力または選択します。 

上記［４］で出力端末名を入力した場合 

「I：パッケージソフト（インタラクティブ／ｎｅｔＮＡＣＣＳ）」を

入力または選択します。 
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［６］削除要否（「削除要否」欄） 

スペース（空欄）を選択します。 

 

(２) 変更方法 

「メール型宛先管理登録呼出し（ＵＯＭ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼

び出し、上記(1)登録方法に準じて変更後の内容を入力します。 

 

(３) 削除方法 

「メール型宛先管理登録呼出し（ＵＯＭ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼

び出し、削除要否を入力します。 

［６］削除要否欄 

「Ｄ」を選択します。 

 

(４) 出力情報 

本登録等により、変更前のメールボックスに「メール型宛先管理登録情報（出力情報コー

ド：CAL0330）」が配信されます。 

 

≪入力例≫ ※メール型宛先管理登録呼出し（ＵＯＭ１１）業務を行った後、本業務を行う入力

例（出力先の宛先のメールボックスＩＤ「ＮＡＣ００１０１」から「ＮＡＣ００２０

２」に変更する場合の入力例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力先を現在の、「ＮＡＣ００１０１」から「ＮＡＣ００２０２」

へ変更するため 

メールボックスＩＤに「ＮＡＣ００２０２」と入力します。 

現在の設定状況が出

力されます。 

M 

 
J1NACA01 

 AAD2AG 

 

NAC00101 

 

NAC00202 

 

M 

 

M 
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(５) 留意事項 

① 変更する場合は、当該業務を利用して実施してください。 

② ＮＡＣＣＳセンターに利用申込み手続きが完了した後に利用者へ通知するメールボッ

クスＩＤのうち「一番若い番号」のメールボックスＩＤをＮＡＣＣＳセンターが仮にバス

ケットコードとして登録します。 

③ メール処理方式を利用の場合、本業務によるバスケットコードの新規登録を行うことは

できません。 

④ バスケットコードのメールボックスＩＤの削除はできませんのでご注意ください。 

メール処理方式を利用の場合、本業務によるバスケットコードの新規登録を行うことはで

きません。 
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４－２．メール型宛先管理照会（ＵＯＭ０１）業務 

 

データ送受信処理方式がメール型であり、システム管理者等は、出力パターンがＩＮＱ型／ＥＸ

Ｚ型の宛先について、利用者ＩＤ毎に、出力情報コードと出力先のメールボックスＩＤまたは出力

端末名を一覧照会することができます。 

照会は、「メール型宛先管理照会（ＵＯＭ０１）」業務を利用し、次の事項を入力して送信する

ことにより行います。 

 

(１) 照会方法 

［１］入力元メール種別（「入力元メール種別」欄） 

以下のいずれかを入力または選択します。 

種別 内 容 

Ｍ メール 

Ｅ ＥＤＩＦＡＣＴ 

［２］利用者ＩＤ（「利用者ＩＤ」欄） 

照会したい利用者ＩＤ（利用者コード（5桁）＋識別番号（3桁））を入力しま

す。 

 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

(２) 出力情報 

本照会により、入力者に対し「メール型宛先管理照会情報（出力情報コード：CAL0340）」

が配信されます。 
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４－３．メール型宛先管理登録呼出し（ＵＯＭ１１）業務 

 

データ送受信処理方式がメール型であり、システム管理者等は、出力パターンがＩＮＱ型／ＥＸ

Ｚ型の宛先について、出力先のメールボックスＩＤまたは出力端末名を出力情報コード単位に呼び

出します。 

なお、本業務は照会業務として利用することが可能です。 

呼び出された情報は、「メール型宛先管理登録（ＵＯＭ）」業務により変更または削除をするこ

とができます。 

呼び出し（照会）は、「メール型宛先管理登録呼出し（ＵＯＭ１１）」業務を利用し、次の事項

を入力して送信することにより行います。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してくだ

さい。 

 

(１) 呼び出し(照会)方法 

［１］入力元メール種別（「入力元メール種別」欄） 

以下のいずれかを入力または選択します。 

種別 内 容 

Ｍ メール 

Ｅ ＥＤＩＦＡＣＴ 

［２］利用者ＩＤ（「利用者ＩＤ」欄） 

呼び出したい利用者ＩＤ（利用者コード（5桁）＋識別番号（3桁））を入力し

ます。 

［３］出力情報コード（「出力情報コード」欄） 

上記［２］で入力した利用者ＩＤに係る出力情報コードを入力します。 

 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 出力情報 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「メール型宛先管理呼出情報（出力情報コード：

CAL0350）」が配信されます。 
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５－１．ＥＸＣ型宛先管理登録（ＵＯＣ）業務 

 

データ送受信処理方式に関わらず、システム管理者等は、出力パターンがＥＸＣ型の宛先を出力

情報コード単位に登録、変更または削除（以下「登録等」という。）を行う場合に本業務を実施し

ます。 

登録等は、「ＥＸＣ型宛先管理登録（ＵＯＣ）」業務を利用し、それぞれ次の事項を入力または

選択して送信することにより行います。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してくだ

さい。 

変更・削除を行う場合には、必ず「ＥＸＣ型宛先管理登録呼出し（ＵＯＣ１１）」業務を利用し

て、現在の設定内容を呼び出してから変更・削除の作業を行ってください。 

 

(１) 登録方法 

［１］利用者コード（「利用者コード」欄） 

利用者コード（5桁）を入力します。 

［２］出力情報コード（「出力情報コード」欄） 

上記［１］で入力した利用者コードに係る出力情報コードを入力します。 

         －入力例－ 

          処理結果通知電文以外の入力例：AAD2AG（6桁） 

          全ての出力情報コードの入力例：999999（6桁） 

     －「変更する内容」の枠内－ 

［３］出力端末名（変更後）（「出力端末名」欄） 

下記［６］で「Ｉ：ＱＳＴ型（即時型）」を選択した場合は、出力端末名を入

力します。 

［４］メールボックスＩＤ（変更後）（「メールボックスＩＤ」欄） 

下記［６］で「Ｍ：メール型」を選択した場合は、メールボックスＩＤを入力

します。 

［５］メール種別（変更後）（「メール種別」欄） 

上記［４］でメールボックスＩＤを入力した場合は、以下のいずれかの種別を

入力または選択します。 

種別 内 容 

Ｍ メール 

Ｅ ＥＤＩＦＡＣＴ（Ｓｅａのみ） 

［６］送信先種別（変更後）（「送信先種別」欄） 

以下のいずれかの種別を入力または選択します。 

種別 内 容 

Ｉ ＱＳＴ型（即時型） 

Ｅ ＱＥＸ型（蓄積型） 

Ｍ メール型 
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［７］出力先利用者コード（変更後）（「出力先利用者コード」欄） 

上記［６］で「Ｅ：ＱＥＸ型（蓄積型）」を選択した場合は、出力先の利用者

コードを入力します。 

上記［６］で「Ｉ：ＱＳＴ型（即時型）」を選択し、かつ、上記［３］で入力

した端末が、自社システム向けの場合は、出力先の自社システム用利用者コード

を入力します。 

［８］出力先システム形態（変更後）（「出力先システム形態」欄） 

上記［６］で「Ｅ：ＱＥＸ型（蓄積型）」を選択した場合は、以下のいずれか

の形態を入力または選択します。 

形態 内 容 

Ｙ ＳＭＴＰ双方向 

Ｖ ｅｂＭＳ 

Ｎ パッケージソフト 

上記［６］で「Ｉ：ＱＳＴ型（即時型）」を選択し、かつ、上記［３］で入力

した端末が、ＳＭＴＰ双方向向けの論理端末であれば、以下のいずれかの形態を

入力または選択します。 

種別 内 容 

Ｙ ＳＭＴＰ双方向 

［９］削除要否（「削除要否」欄） 

スペース（空欄）を選択します。 

 

(２) 変更方法 

「ＥＸＣ型宛先管理登録呼出し（ＵＯＣ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼

び出し、上記(1)登録方法に準じて変更後の内容を入力します。 

 

(３) 削除方法 

「ＥＸＣ型宛先管理登録呼出し（ＵＯＣ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼

び出し、削除要否を入力します。 

［９］削除要否（「削除要否」欄） 

「Ｄ」を入力または選択します。 

 

(４) 出力情報 

本登録等により、入力者に対し「ＥＸＣ型宛先管理情報（出力情報コード：CAL0230）」

が配信されます。 

 

(５) 留意事項 

① 変更する場合には、当該業務を利用して実施してください。 

② ＮＡＣＣＳセンターに利用申込み手続きが完了した後に利用者へ通知する論理端末及

びメールボックスＩＤのうち「一番若い番号」の論理端末及びメールボックスＩＤをＮＡ

ＣＣＳセンターが仮にバスケットコードとして登録します。 

③ バスケットコードの出力先端末及びメールボックスＩＤの削除はできませんのでご注
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意ください。 

 

≪入力例≫ ※ＥＸＣ型宛先管理登録呼出し（ＵＯＣ１１）業務を行った後、本業務を行う入

力例（宛先のメールボックスＩＤを「ＮＡＣ００１０１」から「ＮＡＣ００２０

２」に変更する例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力先を現在の、「ＮＡＣ００１０１」から「ＮＡＣ００２

０２」へ変更するため 

メールボックスＩＤに「ＮＡＣ００２０２」と入力する。 

現在の設定状況が

出力されます。 
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５－２．ＥＸＣ型宛先管理照会（ＵＯＣ０１）業務 

 

データ送受信処理方式に関わらず、システム管理者等は、出力パターンがＥＸＣ型の宛先につい

て、利用者コード（5桁）毎に、出力情報コードと出力先を一覧照会することができます。 

 

(１) 照会方法 

照会は、「ＥＸＣ型宛先管理照会（ＵＯＣ０１）」業務を利用し、利用者コード（「利用

者コード」欄）に照会したい利用者コード（5桁）を入力し送信することにより行います。 

 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

 

(２) 出力情報 

本照会により、入力者に対し「ＥＸＣ型宛先管理照会情報（出力情報コード：CAL0240）」

が配信されます。 
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５－３．ＥＸＣ型宛先管理登録呼出し（ＵＯＣ１１）業務 

 

データ送受信処理方式に関わらず、システム管理者等は、出力パターンがＥＸＣ型の宛先情報を

利用者コード（5桁）および出力情報コード毎に呼び出します。 

なお、本業務は照会業務として利用することが可能です。 

呼び出された情報は、「ＥＸＣ型宛先管理登録（ＵＯＣ）」業務により変更または削除をするこ

とができます。 

呼び出し(照会)は、「ＥＸＣ型宛先管理登録呼出し（ＵＯＣ１１）」業務を利用して、次の事項

を入力して送信することにより行います。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してくだ

さい。 

 

(１) 呼び出し（照会）方法 

［１］利用者コード（「利用者コード」欄） 

呼び出したい利用者コード（5桁）を入力します。 

［２］出力情報コード（「出力情報コード」欄） 

上記［１］で入力した利用者コードに係る出力情報コードを入力します。 

 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 出力情報 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「ＥＸＣ型宛先管理呼出情報（出力情報コー

ド：CAL0250）」が配信されます。 
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６－１．同報電文出力先登録（ＵＯＤ）業務 

 

ＮＡＣＣＳセンターから緊急に周知すべき事項が発生した場合等に、システムを通して利用者の

特定の端末宛（メール型の場合は、メールボックス宛）に出力電文として配信を行います。 

利用者コード毎にＥＸＣ型電文のバスケットコード（出力情報コード：999999）の出力先に同報

電文を出力しますが、当該出力先以外に出力先の変更を希望する場合に、システム管理者等は、出

力電文の出力先の端末（メール型の場合は、メールボックス）の登録、変更または削除（以下「登

録等」という。）を本業務にて実施します。 

登録等は、「同報電文出力先登録（ＵＯＤ）」業務を利用し、それぞれ次の事項を入力して送信

することにより行います。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してくだ

さい。 

変更・削除を行う場合には、必ず「同報電文出力先登録呼出し（ＵＯＤ１１）」業務を利用して、

現在の設定内容を呼び出してから変更・削除の作業を行ってください。 

 

(１) 登録方法 

［１］利用者コード（「利用者コード」欄） 

利用者コード（5桁）を入力します。 

―「変更する内容」の枠内― 

［２］出力論理端末名１（変更後）（「出力論理端末名１」欄） 

ＥＸＣ型電文のバスケットコードの出力先が既にＮＡＣＣＳセンターによ

り本項目又は［３］に設定されているため、基本的に変更不要です。 

［３］メールボックスＩＤ１（変更後）（「メールボックスＩＤ１」欄） 

ＥＸＣ型電文のバスケットコードの出力先が既にＮＡＣＣＳセンターによ

り［２］又は本項目に設定されているため、基本的に変更不要です。 

［４］出力論理端末名２（変更後）（「出力論理端末名２」欄） 

会話型の場合、ＥＸＣ型電文のバスケットコードの出力先以外の論理端末名

を入力します。 

［５］メールボックスＩＤ２（変更後）（「メールボックスＩＤ２」欄） 

メール型の場合、ＥＸＣ型電文のバスケットコードの出力先以外のメールボ

ックスＩＤを入力します。 

［６］削除要否（「削除要否」欄） 

スペース（空欄）を選択します。 

※削除できるのは「同報電文出力先２」のみです。 

 

(２) 変更方法 

「同報電文出力先登録呼出し（ＵＯＤ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼び

出し、上記(1)登録方法に準じて変更後の内容を入力します。 
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(３) 削除方法 

「同報電文出力先登録呼出し（ＵＯＤ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼び

出し、削除要否を入力します。 

［１］削除要否（「削除要否」欄） 

「Ｄ」を選択します。 

 

 (４) 出力情報 

本登録等により、入力者に対し「同報電文出力先情報（出力情報コード：CAL0261）」が

配信されます。 

 

(５) 留意事項 

①同報電文の出力先は、ＮＡＣＣＳセンターでＥＸＣ型のバスケットコードの出力先と同様の

論理端末またはメールボックスＩＤに設定します。 

②同報電文は、ＥＤＩＦＡＣＴの対象ではないため、ＥＤＩＦＡＣＴ利用者のメールボックス

は設定できません。 

 

≪入力画面≫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在の設定状況

が表示されます。 

同報電文出力先１は削除

できません。 

同報電文出力先１は削除できませんので

「削除要否」入力欄はありません。 
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６－２．同報電文出力先登録呼出し（ＵＯＤ１１）業務 

 

システム管理者等は、同報電文出力先情報を利用者コード（5桁）毎に呼び出します。 

なお、本業務は照会業務として利用することが可能です。 

呼び出された情報は、「同報電文出力先登録（ＵＯＤ）」業務により変更または削除をすること

ができます。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してくだ

さい。 

 

(１) 呼び出し（照会）方法 

呼び出しは、「同報電文出力先登録呼出し（ＵＯＤ１１）」業務を利用し、利用者コード

（「利用者コード」欄）に呼び出したい利用者コード（5桁）を入力して送信することによ

り行います。 

 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

 

(２) 出力情報 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「同報電文出力先呼出情報（出力情報コード：

CAL0271）」が配信されます。 
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７－１．照会資格者登録（ＵＳＳ） 

 

システム管理者等は、利用者コード（5桁）毎に入力者が行った各種登録業務の内容を照会可能

とする利用者の利用者情報を登録、又は削除（以下「登録等」という。）を行う場合に本業務を実

施します。 

登録等は、「照会資格者登録（ＵＳＳ）」業務を利用し、それぞれ次の事項を入力又は選択して

送信することにより行います。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してくだ

さい。 

変更・削除を行う場合には、必ず「照会資格者登録呼出し（ＵＳＳ１１）」業務を利用して、現

在の設定内容を呼び出してから登録・削除の作業を行ってください。 

 

（１） 登録方法 

［１］利用者コード（「利用者コード」欄） 

利用者コード（5桁）を入力します。 

 ―「変更する内容」の枠内― 

［２］照会資格者（変更後）（「照会資格者」欄） 

照会資格者欄に照会可能としたい利用者コード（5桁）を入力します。 

［３］更新種別（「更新種別」欄） 

 「Ｉ：追加」を入力又は選択します。 

 

（２）変更方法 

「照会資格者登録呼出し（ＵＳＳ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼び出し、

上記(１)登録方法及び下記(３)削除方法を併用して入力します。 

具体的には、変更する内容の枠内に、変更前の内容（照会資格の権限を取り消す利用者

コードを入力し、更新種別は「Ｄ：削除」を選択）と変更後の内容（新たに照会資格の権

限を持たせる利用者コードを入力し、更新種別は「Ｉ：追加」を選択）を入力します。 

 

(３) 削除方法 

「照会資格者登録呼出し（ＵＳＳ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼び出し、

以下により削除する内容を入力します。 

［２］照会資格者（変更後）（「照会資格者」欄） 

変更前の設定状況欄にある利用者コードのうち、照会資格の権限を取り消す利用

者コード（5桁）を入力します。 

［３］更新種別（「更新種別」欄） 

「Ｄ：削除」を入力又は選択します。 
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(４) 出力情報 

本登録により、入力者に対し「照会資格者情報（出力情報コード：CAL0390）」が配信さ

れます。 

 

(５) 留意事項 

照会資格者として登録された利用者が実施可能なオンライン業務は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務コード 業務名 備考 

ＩＩＤ 

（ＩＩＤ０Ｗ） 
輸入申告等照会 

 

ＩＤＩ 

（ＩＤＩ０Ｗ） 
輸入申告等一覧照会 

ＩＡＤ 修正申告照会 

ＩＫＫ 関税等更正請求照会 

ＩＯＴ 輸入申告照会（沖縄特免制度） 

ＩＥＸ 

（ＩＥＸ０Ｗ） 
輸出申告等照会 

ＩＥＳ 

（ＩＥＳ０Ｗ） 
輸出申告等一覧照会 

ＩＥＵ 別送品輸出申告照会 

ＩＵＥ 別送品輸出申告一覧照会 

ＩＡＳ 担保照会 

ＩＧＳ 

（ＩＧＳ０Ｗ） 
輸出貨物情報照会 

ＩＭＡ 

（ＩＭＡ０Ｗ） 
輸出貨物情報照会 

ＩＵＳ ＵＬＤ積付状況照会 

ＩＭＦ１１ 輸入便情報照会（ＡＷＢ） 

ＩＭＯ 輸出自動車情報照会 

ＩＭＳ 申告添付一覧照会  
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≪入力例≫ ※照会資格者登録呼出し（ＵＳＳ１１）業務を行った後、本業務を行う入力例 

（現在設定中の「ＩＤＮＡＣ」の照会資格を削除し、新たに「ＩＢＮＡＣ」

を照会資格者とする場合の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者コード

入力欄 更新種別欄 

現在の設定状況が出力

されます。 
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７－２．照会資格者登録呼出し（ＵＳＳ１１）業務 

 

システム管理者等は、入力者が行った各種登録業務の内容を照会可能とした利用者の利用者情報

を利用者コード（5桁）毎に呼び出します。 

なお、本業務は照会業務として利用します。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してくだ

さい。 

 

(１) 呼び出し（照会）方法 

呼び出しは、「照会資格者登録呼出し（ＵＳＳ１１）」業務を利用し、利用者コード（「利

用者コード」欄）に呼び出したい利用者コード（5桁）を入力して送信することにより行い

ます。 

 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

(２) 出力情報 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「照会資格者呼出情報（出力情報コード：CAL

0400）」が配信されます。 
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７－３．照会資格者登録（強制入力）（ＵＳＳ１２）業務 

 

システム管理者等は、利用者コード（5桁）毎に入力者が行った各種登録業務の内容を照会可能

とする他企業の利用者情報を登録、又は削除（以下「登録等」という。）を行う場合に本業務を実

施します。 

登録等は、「照会資格者登録（ＵＳＳ）」業務を利用し、それぞれ次の事項を入力又は選択して

送信することにより行います。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してくだ

さい。 

変更・削除を行う場合には、必ず「照会資格者登録呼出し（ＵＳＳ１１）」業務を利用して、現

在の設定内容を呼び出してから登録・削除の作業を行ってください。 

 

（１） 登録方法 

［１］利用者コード（「利用者コード」欄） 

利用者コード（5桁）を入力します。 

 ―「変更する内容」の枠内― 

［２］照会資格者（変更後）（「照会資格者」欄） 

照会資格者欄に照会可能としたい他企業の利用者コード（5桁）を入力します。 

［３］更新種別（「更新種別」欄） 

 「Ｉ：追加」を入力又は選択します。 

 

この状態で送信すると以下のような警告画面が出力され、登録が一旦保留されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しく「処理種別＊」欄が 

表示されます。 

警告メッセージを 

拡大したもの 
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   「利用者コード＊」欄下に「処理種別＊」欄が新しく表示されていますので「F」を入力し、 

送信します。 

    

 

 

   「ＣＯＭＰＬＥＴＩＯＮ」となり、登録完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）変更方法 

「照会資格者登録呼出し（ＵＳＳ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼び出し、

上記(１)登録方法及び下記(３)削除方法を併用して入力します。 

具体的には、変更する内容の枠内に、変更前の内容（照会資格の権限を取り消す利用者

コードを入力し、更新種別は「Ｄ：削除」を選択）と変更後の内容（新たに照会資格の権

限を持たせる利用者コードを入力し、更新種別は「Ｉ：追加」を選択）を入力します。 

この状態で送信すると（１）のような警告が出力されますので「処理種別＊」欄に「Ｆ」

を入力し送信します。 

 

(３) 削除方法 

「照会資格者登録呼出し（ＵＳＳ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼び出し、

以下により削除する内容を入力します。 

［２］照会資格者（変更後）（「照会資格者」欄） 

変更前の設定状況欄にある利用者コードのうち、照会資格の権限を取り消す利用

者コード（5桁）を入力します。 
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［３］更新種別（「更新種別」欄） 

「Ｄ：削除」を入力又は選択します。 

 

この状態で送信すると（１）のような警告が出力されますので「処理種別＊」欄に「Ｆ」

を入力し送信します。 

 

(４) 出力情報 

本登録により、入力者に対し「照会資格者強制入力情報（出力情報コード：CAL0490）」

が配信されます。 

 

(５) 留意事項 

     本業務は登録情報を照会させる者（親）が照会可能者（子）を登録するものです。 

親の了解なしに子が当該業務で親を登録することもできますが、この場合は「子の情報を 

親が照会できるようになる」ものであり、子から親の情報を照会できるようにはなりませ 

ん。 
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８．管理資料情報配信要否登録呼出し（ＵＫＳ１１）業務 

 

システム管理者等は、「利用者コード」(5桁)毎に、管理資料情報要否の設定(どの管理資料情報

が配信されるかの設定)を呼び出して確認し、変更することができます。 

配信要と設定されている管理資料情報には「Y」が表示されています。システム管理者等以外の

方が本業務を行う場合は、システム管理者等の指示の下、本業務を実施してください。 

 

(１) 呼び出し（照会）方法 

呼び出しは、「利用者コード」欄に呼び出したい利用者コード（5桁）を入力して送信す

ることにより行います。 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

(２)変更登録方法 

   上記（１）で呼び出した登録画面に入力し送信します。表示された現在の設定から 

 変更の必要が無い場合は、送信せずそのまま登録画面を閉じます。 

  ＜入力方法＞ 

① 配信を希望する管理資料情報の右欄に「Ｙ」を入力、又は選択します。 

② 配信を希望しない管理資料情報の右欄は、スペース（空欄）とします。 

③ 入力が終わったら送信します。 

 

≪入力例≫ ※管理資料情報配信要否登録呼出し（ＵＫＳ１１）業務の入力例 

 

 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「管理資料情

報配信要否呼出情報（出力情報コード：CAL0163）」が

配信されます。 

本登録等により、入力者に対し 

「管理資料情報配信要否情報（出力情報コード：CAL0153）」が配信されます。 
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(３)留意事項 

① 管理資料情報には「有料」のものと「無料」のものがあります。 

② ＮＳＳによる利用申込をされた際に「無料管理資料のみ配信希望」を希望した場合は、 

本業務で「有料」の管理資料情報の配信を「要」にすることはできません。従って、無料

管理資料情報に加え、有料の管理資料情報の配信を希望する場合は、ＮＳＳで変更申込を

行ってください。ＮＡＣＣＳセンターにて審査終了後、利用開始日を経て有料管理資料を

取得することができます。 

③ 利用申込時に「有料の配信希望」と申請した場合は、ＮＡＣＣＳセンターでEDI仕様書（付

録6-9）の出力先業種毎に全て「要」を設定しますので、不要な管理資料情報がある場合は、

利用者自らがを「不要」にしてください。但し、「有料」の管理資料情報の全てを不要に

設定することはできません。有料管理資料情報を必ず１つ取得してください。（※1） 

④ 保存サービスを申し込まれている保税蔵置場・航空会社・機用品業の方は、当該サービス

   対象の管理資料要否を設定することはできません。（※2） 

⑤ 以下３つの管理資料情報 

  「157：DEPARTURE CARGO REPORT BY FLIGHT（DAILY）」 

   「158：DEPARTURE CARGO REPORT BY FLIGHT（MONTHLY）」 

   「159：DEPARTURE CARGO MOVEMENT STATISTICS」 

  を希望する際、受委託関係を結んでいる委託元の情報も反映したい場合は、本業務で配信希 

  望「Ｙ」を設定しただけでは反映しません。 

 必ずＮＳＳを利用して、システム設定の混載・航社・機代・航代・機用品メニューから、

対象となる委託元航空会社の「DEPARTURE CARGO REPORT BY FLIGHT（DAILY）出力要否」、

「DEPARTURE CARGO REPORT BY FLIGHT（MONTHLY）出力要否」、「DEPARTURE CARGO MOVEME

NT STATISTICS出力要否」欄を「１：出力対象」と選択の上、申込を行ってください。 

また、ＮＳＳを利用しシステム設定の混載・航社・機代・航代・機用品メニューから、対

象となる委託元航空会社の「DEPARTURE CARGO REPORT BY FLIGHT（DAILY）出力要否」、「D

EPARTURE CARGO REPORT BY FLIGHT（MONTHLY）出力要否」、「DEPARTURE CARGO MOVEMENT 

STATISTICS出力要否」欄を「１：出力対象」と申込をされた場合で、本業務の配信希望が「ブ

ランク」であった場合は、ＮＡＣＣＳセンターにて「Ｙ」を設定します。 

 

（※1）有料管理資料情報の全てを不要とした場合、エラーとなりエラーコード「R0002」が出力される。 
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(※2）保存サービス利用者が保存対象管理資料を不要に設定した場合、エラーとなりエラーコード「E0003」が出力される 
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９．口座複数利用可能者登録呼出し（ＵＫＺ１１）業務  

※呼び出された情報は、照会用としての利用となり、変更・削除はできません。 

 

システム管理者等は、入力者の口座で関税等の納付を行うことを可能とした利用者の利用者情報

を口座番号毎に呼び出します。 

なお、本業務は照会業務として利用します。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してくだ

さい。 

 

(１) 呼び出し（照会）方法 

呼び出しは、「口座複数利用可能者登録呼出し（ＵＫＺ１１）」業務を利用し、口座番号

（「口座番号」欄）に呼び出したい口座番号を入力して送信することにより行います。 

 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

(２) 出力情報 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「口座複数利用可能者呼出情報（出力情報コー

ド：CAL0200）」が配信されます。 
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１０．輸出入許可通知情報等二重出力用基本情報登録呼出し（ＵＯＪ１１）業務 

※呼び出された情報は、照会用としての利用となり、変更・削除はできません。 

 

ゲートウェイ接続（ＳＭＴＰ双方向またはＳＭＴＰ／ＰＯＰ３）によるＮＡＣＣＳ利用者が、

何らかの理由により、パソコン用パッケージソフトを利用して輸出入申告等を行った場合、許

可通知情報等は輸出入申告等を行ったパソコンに出力され、自社システムには出力されないこ

とから、自社システムでの集中管理ができないことになります。 

このため、ゲートウェイ接続による利用者が、パソコン用パッケージソフトを利用して輸出入

申告等を行った場合であっても、許可通知情報等の出力を、輸出入申告等を行ったパソコンに加

え、自社システム宛に出力させたい場合に、二重出力用基本情報の登録、変更または削除（以下

「登録等」という。）を行います。 

 

システム管理者等は、利用者コード（5桁）単位に、輸出入許可通知情報等二重出力用基本情

報を呼び出すことができます。 

なお、本業務は照会業務としてのみ利用可能であり、新規設定、登録内容の変更等につきまし

てはＮＳＳにお申込みください。 

 

 (１) 呼び出し（照会）方法 

呼び出しは、利用者コード（「利用者コード」欄）に呼び出したい利用者コードを入力し

て送信することにより行います。 

 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

 (２) 出力情報 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「二重出力用基本呼出情報（出力情報コード：

CAL0291）」が配信されます。 
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１１－１．輸出入許可通知情報等二重出力用宛先管理照会（ＵＯＮ０１）業務 

 

システム管理者等は、輸出入許可通知情報等の二重出力を行う宛先について、自社システム用

利用者コード（5桁）毎に、出力情報コードと出力先を一覧照会することができます。 

 

(１) 照会方法 

照会を行おうとする場合は、「輸出入許可通知情報等二重出力用宛先管理照会（ＵＯＮ０

１）」業務を利用し、利用者コード（「利用者コード」欄）に照会したい自社システム用の

利用者コード（5桁）を入力して送信することにより行います。 

 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 出力情報 

本照会により、入力者に対し「二重出力用宛先管理照会情報（出力情報コード：CAL

0371）」が配信されます。 
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１１－２．輸出入許可通知情報等二重出力用宛先管理登録呼出し（ＵＯＮ１１）業務 

 

システム管理者等は、輸出入許可通知情報等の二重出力情報について、二重出力を行う場合の

宛先情報を、自社システム用利用者コード（5桁）および出力情報コード毎に呼び出します。 

なお、本業務は照会業務として利用します。 

呼び出しは、「輸出入許可通知情報等二重出力用宛先管理登録呼出し（ＵＯＮ１１）」業務を

利用し、次の事項を入力して送信することにより行います。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してく

ださい。 

 

(１) 呼び出し（照会）方法 

［１］利用者コード（「利用者コード」欄） 

呼び出したい自社システム用の利用者コード（5桁）を入力します。 

［２］出力情報コード（「出力情報コード」欄） 

上記［１］で入力した利用者コードに係る出力情報コードを入力します。 

－入力例－ 

処理結果通知電文以外の入力例：AAX1AG （6桁） 

処理結果通知電文の入力例   ：*AEDA01（7桁）、*AEDA（5桁） 

全ての出力情報コードの入力例 ：999999 （6桁） 

 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

 

(２) 出力情報 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「二重出力用宛先管理呼出情報（出力情報コー

ド：CAL0381）」が配信されます。 
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１２－１．許可後訂正可能者登録（ＵＫＴ）業務 

 

輸出・積戻し許可後に許可内容の訂正（輸出許可内容変更申請（ＥＡＣ）業務（船名・便名・

数量等の変更））を行う場合、システムでは申告者が行うほか、申告者以外の同一企業内通関業

者に依頼して行うことも可能となっています。 

このため、システム管理者等は、当該業務に係る委託関係を、当初申告者の利用者コード（5

桁）毎に許可後訂正を委託する利用者の登録、変更または削除（以下「登録等」という。）を行

う場合に本業務を実施します。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してく

ださい。 

変更・削除を行う場合には、必ず「許可後訂正可能者登録呼出し（ＵＫＴ１１）」業務を利用

して、現在の設定内容を呼び出してから変更・削除の作業を行ってください。 

 

(１) 登録方法 

［１］利用者コード（「利用者コード」欄） 

当初申告者の利用者コード（5桁）を入力します。 

     ―「変更する内容」の枠内― 

［２］許可後訂正可能者（変更後）（「許可後訂正可能者」欄） 

許可後訂正業務を委託する通関業者の利用者コード（5桁）を入力します。 

［３］更新種別（「更新種別」欄） 

「Ｉ：追加」を入力または選択します。 

 

(２) 変更方法 

「許可後訂正可能者登録呼出し（ＵＫＴ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼

び出し、上記(１)登録方法及び下記(３)削除方法を併用して入力します。 

具体的には、変更する内容の枠内に、変更前の内容（許可後訂正の委託を取り消す通関

業者の利用者コードを入力し、更新種別は「Ｄ：削除」を選択）と変更後の内容（新たに

許可後訂正を委託する同一企業内通関業者の利用者コードを入力し、更新種別は「Ｉ：追

加」を選択）を入力します。 

 

(３) 削除方法 

「許可後訂正可能者登録呼出し（ＵＫＴ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼

び出し、以下により削除する内容を入力します。 

［２］許可後訂正可能者（変更後）（「許可後訂正可能者」欄） 

変更前の設定状況欄にある利用者コードのうち、許可後訂正の委託を取り消す

利用者コード（5桁）を入力します。 

 

［３］更新種別（「更新種別」欄） 

「Ｄ：削除」を入力または選択します。 
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(４) 出力情報 

本登録により、入力者に対し「許可後訂正可能者情報（出力情報コード：CAL0170）」が

配信されます。 

 

(５) 留意事項 

① 許可後訂正可能者として登録された利用者が実施可能なオンライン業務は以下のとお

りです。 

業務コード 業務名 備考 

ＥＡＡ 輸出許可内容変更申請事項登録 

 
ＥＡＢ 輸出許可内容変更申請事項呼出し 

ＵＡＡ 別送品輸出許可内容変更申請事項登録 

ＵＡＢ 別送品輸出許可内容変更申請事項呼出し 

ＡＨＳ 輸出貨物取扱登録（仕分け）呼出し  

ＡＨＳ０１ 輸出貨物取扱登録（仕分け）  

ＡＨＴ 輸出貨物取扱登録（仕合せ）呼出し  

ＡＨＴ０１ 輸出貨物取扱登録（仕合せ）  

ＭＥＤ 輸出マニフェスト通関申告呼出し  

ＭＡＦ 輸出マニフェスト通関申告許可内容変更申請  

ＥＡＭ０１ 輸出許可内容変更申請（積込港一括変更）  

   ＩＥＵ 別送品輸出申告照会  

ＩＥＸ 

（ＩＥＸ０Ｗ） 
輸出申告等照会  

ＥＥＡ 輸出取止め再輸入申告事項登録  

ＥＥＢ 輸出取止め再輸入申告事項呼出し  

 

② 通関士証票番号が登録された通関業者用利用者コードを親とし、通関士証票番号が登録

されていない自社通関用利用者コードを子として登録した場合、通関士資格を確認する後

続業務が実施できなくなりますので、そのような設定は行わないでください。 

（例として、子の自社通関用利用者コードで「輸出許可内容変更申請事項登録（ＥＡＡ）」

業務を実施すると、後続業務の「輸出許可内容変更申請（ＥＡＣ）」業務が実施できなく

なる） 

 

③ 上記②に関連し、自社通関用利用者コードを親とし、通関業者用利用者コードを子とし

て登録した場合、通関業者用利用者コードで後続業務を実施することは可能ですが、一旦

通関業者用利用者コードで後続業務を実施した場合（自社通関から業務通関へ切り替えた

場合）は、その後親の自社通関用利用者コードにて通関士資格を確認する後続業務が実施

できなくなりますので特にご留意ください。 

（例として、一度子の通関業者用利用者コードでＥＡＡ→ＥＡＣ業務を行った後、再度親

の自社通関用利用者コードでＥＡＡ業務を実施すると、後続のＥＡＣ業務が実施できなく

なる） 
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≪入力例≫ ※許可後訂正可能者登録呼出し（ＵＫＴ１１）業務を行った後、本業務を行う入力例

（現在設定中の「ＩＤＮＡＣ」から「ＩＢＮＡＣ」へ変更する場合の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

照会可能者を現在の、１ＢＮＡＣから４ＢＮＡＣへ変更するため、 

 

利用者コードに「１ＢＮＡＣ」、更新種別に「Ｄ：削除」と入力し、利

用者コードに「４ＢＮＡＣ」、更新種別に「Ｉ：追加」と入力する。 

許可後訂正可能者を、現在の、「ＩＤＮＡＣ」から「ＩＢＮＡＣ」へ変更するた

め、許可後訂正可能者欄０１に「ＩＤＮＡＣ」を入力し、更新種別は「Ｄ：削除」

を選択、許可後訂正可能者欄０２に「ＩＢＮＡＣ」を入力し、更新種別は「Ｉ：

追加」を選択します。 

利用者コード

入力欄 更新種別欄 

現在の設定状況が出力

されます。 
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１２－２．許可後訂正可能者登録呼出し（ＵＫＴ１１）業務 

システム管理者等は、輸出・積戻し許可後の許可内容の訂正（輸出許可内容変更申請（ＥＡＣ）

業務（船名・便名・数量等の変更））を委託した利用者の利用者情報を利用者コード（5桁）毎

に呼び出します。 

なお、本業務は照会業務として利用することが可能です。 

呼び出された情報は、「許可後訂正可能者登録（ＵＫＴ）」業務により変更または削除をする

ことができます。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してく

ださい。 

 

(１) 呼び出し（照会）方法 

呼び出しは、「許可後訂正可能者登録呼出し（ＵＫＴ１１）」業務を利用して、利用者コ

ード（「利用者コード」欄）に呼び出したい利用者コード（5桁）を入力して送信すること

により行います。 

 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

 

(２) 出力情報 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「許可後訂正可能者呼出情報（出力情報コード：

CAL0180）」が配信されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１－１－５２ 

 

１２－３．許可後訂正可能者登録（強制入力）（ＵＫＴ１２）業務 

 

輸出・積戻し許可後に許可内容の訂正（輸出許可内容変更申請（ＥＡＣ）業務（船名・便名・

数量等の変更））を行う場合、システムでは申告者が行うほか、申告者以外の通関業者（利用者

コード（5桁）の異なる通関業者）に依頼して行うことも可能となっています。 

このため、システム管理者等は、当該業務に係る委託関係を、当初申告者の利用者コード（5

桁）毎に許可後訂正を委託する利用者の登録、変更または削除（以下「登録等」という。）を行

う場合に本業務を実施します。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してく

ださい。 

変更・削除を行う場合には、必ず「許可後訂正可能者登録呼出し（ＵＫＴ１１）」業務を利用

して、現在の設定内容を呼び出してから変更・削除の作業を行ってください。 

 

(１) 登録方法 

［１］利用者コード（「利用者コード」欄） 

当初申告者の利用者コード（5桁）を入力します。 

     ―「変更する内容」の枠内― 

［２］許可後訂正可能者（変更後）（「許可後訂正可能者」欄） 

許可後訂正業務を委託する通関業者の利用者コード（5桁）を入力します。 

［３］更新種別（「更新種別」欄） 

「Ｉ：追加」を入力または選択します。 

この状態で送信すると以下のような警告画面が出力され、登録が一旦保留されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しく「処理種別＊」欄が 

表示されます。 

警告メッセージを 

拡大したもの 
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   「利用者コード＊」欄下に「処理種別＊」欄が新しく表示されていますので「F」を入力し、 

送信します。 

    

 

 

   「ＣＯＭＰＬＥＴＩＯＮ」となり、登録完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）変更方法 

「許可後訂正可能者登録呼出し（ＵＫＴ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼び

出し、上記(１)登録方法及び下記(３)削除方法を併用して入力します。 

具体的には、変更する内容の枠内に、変更前の内容（照会資格の権限を取り消す利用者

コードを入力し、更新種別は「Ｄ：削除」を選択）と変更後の内容（新たに照会資格の権

限を持たせる利用者コードを入力し、更新種別は「Ｉ：追加」を選択）を入力します。 

この状態で送信すると（１）のような警告が出力されますので「処理種別＊」欄に「Ｆ」

を入力し送信します。 

 

(３) 削除方法 

「許可後訂正可能者登録呼出し（ＵＫＴ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼び

出し、以下により削除する内容を入力します。 

［２］許可後訂正可能者（変更後）（「許可後訂正可能者」欄） 

変更前の設定状況欄にある利用者コードのうち、照会資格の権限を取り消す利用

者コード（5桁）を入力します。 
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［３］更新種別（「更新種別」欄） 

「Ｄ：削除」を入力又は選択します。 

 

この状態で送信すると（１）のような警告が出力されますので「処理種別＊」欄に「Ｆ」

を入力し送信します。 

 

(４) 出力情報 

本登録により、入力者に対し「許可後訂正可能者強制入力情報（出力情報コード：CAL04

70）」が配信されます。 

 

(５) 留意事項 

① 本業務は登録情報の許可後訂正を委託する者（当初の申告予定者：親）が訂正を受託す

る者（実際に許可後訂正申告を行う者：子）を登録するものです。 

親の了解なしに子が当該業務で親を登録することもできますが、この場合は「子の情報を

親が訂正可能となる」ものであり、子から親の情報を許可後訂正できるようにはなりませ

ん。 

 

② 通関士証票番号が登録された通関業者用利用者コードを親とし、通関士証票番号が登録

されていない自社通関用利用者コードを子として登録した場合、通関士資格を確認する後

続業務が実施できなくなりますので、そのような設定は行わないでください。 

（例として、子の自社通関用利用者コードで「輸出許可内容変更申請事項登録（ＥＡＡ）」

業務を実施すると、後続業務の「輸出許可内容変更申請（ＥＡＣ）」業務が実施できなく

なる） 

 

③ 上記②に関連し、自社通関用利用者コードを親とし、通関業者用利用者コードを子とし

て登録した場合、通関業者用利用者コードで後続業務を実施することは可能ですが、一旦

通関業者用利用者コードで後続業務を実施した場合（自社通関から業務通関へ切り替えた

場合）は、その後親の自社通関用利用者コードにて通関士資格を確認する後続業務が実施

できなくなりますので特にご留意ください。 

（例として、一度子の通関業者用利用者コードでＥＡＡ→ＥＡＣ業務を行った後、再度親

の自社通関用利用者コードでＥＡＡ業務を実施すると、後続のＥＡＣ業務が実施できなく

なる） 
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１３．納付書等出力先登録呼出し（ＵＮＦ１１）業務 

 

システム管理者等は、特定の輸出入者コード（12桁）に係る納付書等の出力先情報を呼び出し

ます。 

なお、本業務は照会業務として利用します。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してく

ださい。 

 

(１) 呼び出し（照会）方法 

呼び出しは、「納付書等出力先登録呼出し（ＵＮＦ１１）」業務を利用し、輸出入者コー

ド（「輸出入者コード」欄）に輸出入申告に係る輸出入者コードもしくは法人番号（12桁も

しくは17桁）を入力して送信することにより行います。 

 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 出力情報 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「納付書等出力先呼出情報（出力情報コード：

CAL0221）」が配信されます。 
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１４．保税地域関連情報登録呼出し（ＵＢＡ１１）業務 

 

システム管理者等は、入力された保税地域に対する保税地域関連情報を呼び出すことができます。 

なお、本業務は照会業務として利用することが可能な他、呼び出した登録画面から、各種帳票等

の出力の有無について登録または変更（以下「登録等」という。）を行うことが可能です。 

照会、登録等は、それぞれ次の事項を入力して送信することにより行います。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してくだ

さい。 

 

(１) 呼び出し（照会）方法 

呼び出しは、保税地域コード（「保税地域コード」欄）に呼び出したい保税地域コード（5

桁）を入力して送信することにより行います。 

 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「保税地域関連情報登録情報（出力情報コード：

AAL5312）」が配信されます。 

 

(２) 新規登録方法 

上記（１）で呼び出した登録画面の以下の項目に、それぞれ出力する場合等は「Ｙ」の

入力または選択を行い送信します。 

―「輸出関連」の枠内― 

［１］許可・承認貨物情報（輸出）出力表示＿ＡＩＲ 

（「許可・承認貨物情報（輸出）出力表示＿ＡＩＲ」欄） 

許可・承認貨物情報（輸出）を出力する場合は「Ｙ」、出力しない場合はス

ペース（空欄）とします。 

［２］許可・承認貨物情報（輸出）ＣＳＶ出力表示＿ＡＩＲ 

（「許可・承認貨物情報（輸出）ＣＳＶ出力表示＿ＡＩＲ」欄） 

ＣＳＶ電文形式の許可・承認貨物情報（輸出）を出力する場合は「Ｙ」、出

力しない場合はスペース（空欄）とします。 

［３］検査指定情報（輸出）出力表示＿ＡＩＲ 

（「検査指定情報（輸出）出力表示＿ＡＩＲ」欄） 

輸出申告または審査区分変更・検査（運送）指定で検査となった場合に出力

される検査指定情報（輸出）を出力する場合は「Ｙ」、出力しない場合はスペ

ース（空欄）とします。 
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［４］搬出確認インタフェース表示（「搬出確認インタフェース表示」欄） 

搬出確認（輸出）が行われた場合に、蔵置情報を出力する場合は「Ｙ」、出

力しない場合はスペース（空欄）とします。 

［５］積付結果登録インタフェース表示（「積付結果登録インタフェース表示」欄） 

積付結果登録業務が行われた場合に、積付ＵＬＤ情報を出力する場合は「Ｙ」、

出力しない場合はスペース（空欄）とします。 

［６］搬送指示書（輸出）作成表示（「搬送指示書（輸出）作成表示」欄） 

貨物取扱登録（内容点検、仕分、仕合）（ＡＨＴ・ＡＨＳ・ＡＨＮ）業務が

行われた場合に、搬送指示情報を作成する場合は「Ｙ」、作成しない場合はス

ペース（空欄）とします。 

［７］積付結果登録帳票作成表示（「積付結果登録帳票作成表示」欄） 

ＵＬＡ・ＵＬＭ・ＵＬＵの各業務が行われた場合に、積付結果登録情報及び

積付結果保留情報を作成する場合は「Ｙ」、作成しない場合はスペース（空欄）

とします。 

［８］保税蔵置場用貨物取扱控（輸出）出力可否表示 

（「保税蔵置場用貨物取扱控（輸出）出力可否表示」欄） 

ＡＨＴ・ＡＨＳ・ＡＨＮの各業務を行った場合に、貨物取扱控情報（輸出）

Ａ、貨物取扱控情報（輸出）Ｂまたは貨物取扱控情報（輸出）Ｃを出力する場

合は「Ｙ」、出力しない場合はスペース（空欄）とします。 

［９］ＡＷＢ受渡書情報出力要否表示（「ＡＷＢ受渡書情報出力要否表示」欄） 

ＡＷＢ受渡書情報を出力する場合は「Ｙ」、出力しない場合はスペース（空

欄）とします。 

―「輸入関連」の枠内― 

［10］許可・承認貨物情報（輸入）出力表示＿ＡＩＲ 

（「許可・承認貨物情報（輸入）出力表示＿ＡＩＲ」欄） 

許可・承認貨物情報（輸入）を出力する場合は「Ｙ」、出力しない場合はス

ペース（空欄）とします。 

［11］許可・承認貨物情報（輸入）ＣＳＶ出力表示＿ＡＩＲ 

（「許可・承認貨物情報（輸入）ＣＳＶ出力表示＿ＡＩＲ」欄） 

ＣＳＶ電文形式の許可・承認貨物情報（輸入）を出力する場合は「Ｙ」、出

力しない場合はスペース（空欄）とします。  

［12］検査指定情報（輸入）出力表示＿ＡＩＲ 

（「検査指定情報（輸入）出力表示＿ＡＩＲ」欄） 

輸入申告または審査区分変更・検査（運送）指定で検査となった場合に出力

される検査指定情報（輸入）を出力する場合は「Ｙ」、出力しない場合はスペ

ース（空欄）とします。 

スペース（空欄）とした場合は、ＰＵＯ業務の検査一時持出し（処理種別「５」）

は不可となりますので留意願います。 

［13］予備申告（Ｓ）通知情報出力要否表示＿ＡＩＲ 

（「予備申告（Ｓ）通知情報出力要否表示＿ＡＩＲ」欄） 
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予備申告（Ｓ）通知情報を出力する場合は「Ｙ」、出力しない場合はスペー

ス（空欄）とします。 

［14］搬出依頼情報出力表示（ＯＵＴ用）（「搬出依頼情報出力表示（ＯＵＴ用）」欄） 

ＯＵＴ業務を行った場合に出力される搬出依頼情報を出力する場合は「Ｙ」、

出力しない場合はスペース（空欄）とします。 

［15］搬出依頼情報出力表示（ＲＳＶ用）（「搬出依頼情報出力表示（ＲＳＶ用）」欄） 

ＲＳＶ業務を行った場合に出力される搬出依頼情報を入力者に出力する場

合は「Ｙ」、入力者と保税蔵置場に出力する場合は「Ｈ」、出力しない場合は

スペース（空欄）とします。 

［16］保税蔵置場用貨物取扱控（輸入）出力可否表示 

（「保税蔵置場用貨物取扱控（輸入）出力可否表示」欄） 

保税蔵置場の管理者以外がＣＨＮ・ＣＨＳの各業務を行った場合に出力され

る、貨物取扱控情報（輸入）Ａまたは貨物取扱控情報（輸入）Ｂを出力する場

合は「Ｙ」、出力しない場合はスペース（空欄）とします。 

［17］訂正控出力表示（「訂正控出力表示」欄） 

保税蔵置場の管理者以外がＣＡＩ業務を行った場合に出力される、訂正控情

報または訂正保留控情報を出力する場合は「Ｙ」、出力しない場合はスペース

（空欄）とします。 

［18］請求書・計算書・領収書情報出力表示 

（「請求書・計算書・領収書情報出力表示」欄） 

ＯＵＴ、ＥＸＲの各業務を行った場合に出力される、請求書・計算書・領収

書情報を出力する場合は「Ｙ」、出力しない場合はスペース（空欄）とします。 

［19］搬出情報出力要表示（「搬出情報出力要表示」欄） 

ＯＵＴ、ＥＸＲの各業務を行った場合に出力される、搬出情報を出力する場

合は「Ｙ」、出力しない場合はスペース（空欄）とします。 

［20］蔵置料金未発生出力表示（「蔵置料金未発生出力表示」欄） 

ＯＵＴ、ＥＸＲの各業務を行う際に蔵置料欄をスペースとした場合に出力さ

れる、搬出情報を出力する場合は「Ｙ」、出力しない場合はスペース（空欄）

とします。 

請求書・領収書・計算書または搬出情報を出力する場合は、上記［20］の請

求書・計算書・領収書情報出力表示または［21］搬出情報出力表示を「Ｙ」と

する必要があります。 

［21］搬送指示情報（輸入）Ａ（ＫＡＭ業務）出力要否表示 

（「搬送指示情報（輸入）Ａ（ＫＡＭ業務）出力要否表示」欄） 

ＫＡＭ業務を行った場合に出力される、搬送指示情報（輸入）ＡをＥＸＣ電

文で出力する場合は「Ｃ」、ＩＮＱ電文で出力する場合は「Ｑ」、出力しない

場合はスペース（空欄）とします。 

［22］搬送指示情報（輸入）Ａ（ＯＵＴ業務）出力要否表示 

（「搬送指示情報（輸入）Ａ（ＯＵＴ業務）出力要否表示」欄） 

ＯＵＴ業務を行った場合に出力される、搬送指示情報（輸入）ＡをＥＸＣ電
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文で出力する場合は「Ｃ」、ＩＮＱ電文で出力する場合は「Ｑ」、出力しない

場合はスペース（空欄）とします。 

［23］搬送指示情報（輸入）Ａ（ＲＳＶ業務）出力要否表示 

（「搬送指示情報（輸入）Ａ（ＲＳＶ業務）出力要否表示」欄） 

ＲＳＶ業務を行った場合に出力される、搬送指示情報（輸入）Ａを出力する

場合は「Ｙ」、出力しない場合はスペース（空欄）とします。 

［24］搬送指示情報（輸入）Ａ（ＰＵＯ業務）出力要否表示 

（「搬送指示情報（輸入）Ａ（ＰＵＯ業務）出力要否表示」欄） 

ＰＵＯ業務を行った場合に出力される、搬送指示情報（輸入）ＡをＥＸＣ電

文で出力する場合は「Ｃ」、ＩＮＱ電文で出力する場合は「Ｑ」、出力しない

場合はスペース（空欄）とします。 

［25］搬送指示情報（輸入）Ｂ（ＣＨＮ業務）出力要否表示 

（「搬送指示情報（輸入）Ｂ（ＣＨＮ業務）出力要否表示」欄） 

ＣＨＮ業務を行った場合に出力される、搬送指示情報（輸入）Ｂを出力する

場合は「Ｙ」、出力しない場合はスペース（空欄）とします。 

［26］搬送指示情報（輸入）Ｃ（ＣＨＳ業務）出力要否表示 

（「搬送指示情報（輸入）Ｃ（ＣＨＳ業務）出力要否表示」欄） 

ＣＨＳ業務を行った場合に出力される、搬送指示情報（輸入）Ｃを出力する

場合は「Ｙ」、出力しない場合はスペース（空欄）とします。 

［27］搬送指示情報（輸入）Ｃ（ＰＵＯ業務）出力要否表示 

（「搬送指示情報（輸入）Ｃ（ＰＵＯ業務）出力要否表示」欄） 

ＰＵＯ業務を行った場合に出力される、搬送指示情報（輸入）ＣをＥＸＣ電

文で出力する場合は「Ｃ」、ＩＮＱ電文で出力する場合は「Ｑ」、出力しない

場合はスペース（空欄）とします。 

［28］搬送指示情報（輸入）Ｄ（ＰＵＯ業務）出力要否表示 

（「搬送指示情報（輸入）Ｄ（ＰＵＯ業務）出力要否表示」欄） 

ＰＵＯ業務を行った場合に出力される、搬送指示情報（輸入）ＤをＥＸＣ電

文で出力する場合は「Ｃ」、ＩＮＱ電文で出力する場合は「Ｑ」、出力しない

場合はスペース（空欄）とします。 

［29］搬送指示情報（輸出）Ｄ（ＥＸＲ業務）出力要否表示 

（「搬送指示情報（輸出）Ｄ（ＥＸＲ業務）出力要否表示」欄） 

ＥＸＲ業務を行った場合に出力される、搬送指示情報（輸出）ＤをＥＸＣ電

文で出力する場合は「Ｃ」、ＩＮＱ電文で出力する場合は「Ｑ」、出力しない

場合はスペース（空欄）とします。 

［30］保税運送承認貨物情報等出力要否表示＿ＡＩＲ 

（「保税運送承認貨物情報等出力要否表示＿ＡＩＲ」欄） 

ＧＯＬ０１業務、ＯＬＴ０１業務、ＣＥＴ０１業務を行った際に、保税運送

承認貨物情報、保税運送承認訂正貨物情報、保税運送承認取消貨物情報または

運送期間延長承認貨物情報を発送場所、運送先の蔵置場の管理者宛に出力する

場合は「Ｙ」、出力しない場合はスペース（空欄）とします。 
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［31］併せ運送通知情報（輸入）出力要否表示＿ＡＩＲ 

（「併せ運送通知情報（輸入）出力要否表示＿ＡＩＲ」欄） 

併せ運送通知情報を出力する場合は「Ｙ」、出力しない場合はスペース（空

欄）とします。 

 

(３) 変更方法 

変更を行う場合は、上記（１）で呼び出した登録画面で現在の設定状況を確認した後、

必要な情報の入力を行い送信します。上記（２）新規登録方法に準じて「Ｙ」またはスペ

ース（空欄）を選択します。 

 

(４) 出力情報 

本登録等により、指定した出力端末に「保税地域関連情報（出力情報コード：AAL5302）」

が配信されます。 

 

≪入力例≫ ※保税地域関連情報登録呼出し（ＵＢＡ１１）業務を行った後、本業務を行う

入力例（出力したい情報に「Ｙ」をまたは逆に出力を取り止める場合はスペー

ス（空欄）とする） 

 

 

現在の設定状況が出力されます。 

 

(５）留意事項 

   登録等を行う場合には、必ず「ＵＢＡ１１（呼出し）」を行う必要があります。 
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１５－１．保税蔵置場別クレジット扱業者登録（ＵＢＣ）業務 

 

システム管理者等は、保税蔵置場別にクレジット扱業者を追加または削除（以下「追加等」とい

う。）を行う場合に本業務を実施します。 

追加等は、「保税蔵置場別クレジット扱業者登録（ＵＢＣ）」業務を利用し、それぞれ次の事項

を入力または選択して送信することにより行います。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してくだ

さい。 

 

(１) 追加方法 

［１］保税蔵置場（「保税蔵置場」欄） 

保税地域コードを入力します。 

［２］更新種別（「更新種別」欄） 

「Ｉ：追加」を入力または選択します。 

［３］利用者コード（「利用者コード」欄） 

蔵置料金の支払いをＣＲＥＤＩＴ（クレジット）で行う利用者の利用者コード

を入力します。 

 

(２) 変更方法 

「保税蔵置場別クレジット扱業者登録呼出し（ＵＢＣ１１）」業務を利用して、現在の

設定内容を呼び出し、上記（１）追加方法および下記（３）削除方法を併用して入力しま

す。 

具体的には、削除したい利用者コードの更新種別（クレジット扱業者を取消す利用者の

利用者コードの更新種別に「Ｄ：削除」を入力または選択）と追加したい利用者コード及

び更新識別（新たにクレジット扱業者とする利用者の利用者コードを入力し、更新種別は

「Ｉ：追加」を選択）を入力または選択します。 

 

 (３) 削除方法 

「保税蔵置場別クレジット扱業者登録呼出し（ＵＢＣ１１）」業務を利用して、現在の

設定内容を呼び出し、削除対象の利用者コードに係る更新種別を入力または選択します。 

［５］更新種別（「更新種別」欄） 

「Ｄ：削除」を入力または選択します。 

 

(４) 出力情報 

本登録等により、「保税蔵置場別クレジット扱業者情報（出力情報コード：AAL5321）」

が配信されます。 
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≪入力例≫ ※保税蔵置場別クレジット扱業者登録呼出し（ＵＢＣ１１）業務を行った後、本業

務を行う入力例（「Ｊ２ＮＡＣ」から「Ｊ３ＮＡＣ」に変更する場合の入力例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Ｊ２ＮＡＣ」をクレジット扱

い利用者から削除する 

更新種別 「Ｄ：削除」 

「Ｊ３ＮＡＣ」をクレジット扱

い利用者として登録する 

更新種別 「Ｉ：追加」 
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１５－２．保税蔵置場別クレジット扱業者登録呼出し（ＵＢＣ１１）業務 

システム管理者等は、入力された保税地域に対する保税蔵置場別クレジット扱業者情報を呼び出

します。 

なお、本業務は照会業務として利用することが可能です。 

呼び出された情報は、「保税蔵置場別クレジット扱業者登録（ＵＢＣ）」業務により追加または

削除をすることができます。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してくだ

さい。 

 

(１) 呼び出し(照会)方法 

呼び出しは、「保税蔵置場別クレジット扱業者登録呼出し（ＵＢＣ１１）」業務を利用し、

保税蔵置場（「保税蔵置場」欄）に呼び出したい保税地域コード（5桁）を入力して送信す

ることにより行います。 

 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

 

(２) 出力情報 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「保税蔵置場別クレジット扱業者呼出情報（出

力情報コード：AAL5331）」が配信されます。 
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１６－１．機用品受託航空会社登録（ＵＣＪ）業務 

システム管理者等は、機用品に係る受託航空会社を追加、変更または削除（以下「追加等」とい

う。）を行う場合に本業務を実施します。 

追加等は、「機用品受託航空会社登録（ＵＣＪ）」業務を利用し、それぞれ次の事項を入力また

は選択して送信することにより行います。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してくだ

さい。 

 

(１) 追加方法 

［１］保税地域コード（「保税地域コード」欄） 

保税地域コード（5桁）を入力します。 

［２］更新種別（「更新種別」欄） 

「Ｉ：追加」を入力または選択します。 

［３］受託航空会社（「受託航空会社」欄） 

航空会社コード（2桁）を入力します。 

［４］輸入者コード（「輸入者コード」欄） 

受託航空会社の輸入者コード（12桁）又は法人番号（17桁）を入力します。（無

符号輸入者は入力できません。） 

先頭8桁又は13桁で入力した場合は、システムで末尾4桁に「００００」を補完

します。 

 

(２) 変更方法 

「機用品受託航空会社登録呼出し（ＵＣＪ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を

呼び出し、受託航空会社に係る輸入者コードを変更し更新種別を入力します。 

［２］更新種別（「更新種別」欄） 

「Ｕ：変更」を入力または選択します。 

［４］輸入者コード（「輸入者コード」欄） 

受託航空会社の輸入者コード（１２桁）を入力します。（無符号輸入者は入力

できません。） 

先頭８桁で入力した場合は、システムで末尾４桁に「００００」を補完します。 

 

(３) 削除方法 

「機用品受託航空会社登録呼出し（ＵＣＪ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を

呼び出し、削除対象の受託航空会社に係る更新種別を入力します。 

［２］更新種別（「更新種別」欄） 

「Ｄ：削除」を入力または選択します。 

 

(４) 出力情報 

本登録等により、入力者に対し「機用品受託航空会社情報（出力情報コード：AAL5341）」

が配信されます。 
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≪入力例≫ ※機用品受託航空会社登録呼出し（ＵＣＪ１１）業務を行った後、本業務を行う

入力例（受託航空会社「ＢＢ」の輸入者コードを変更、受託航空会社「ＣＣ」を

削除、更に受託航空会社「ＤＤ」を追加する例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受委託航空会社「ＤＤ」を追加 
更新種別 「Ｉ：追加」 

受委託航空会社「ＣＣ」を削除 
更新種別 「Ｄ：削除」 

受委託航空会社「ＢＢ」の輸入
者コードを 
「P00987650000」 
      ↓ 
「P00123450000」へ変更 
更新種別 「Ｕ：変更」 
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１６－２．機用品受託航空会社登録呼出し（ＵＣＪ１１）業務 

 

システム管理者等は、入力された保税地域に対する機用品受託航空会社情報を保税地域コード毎

に呼び出します。 

なお、本業務は照会業務として利用することが可能です。 

呼び出された情報は、「機用品受託航空会社登録（ＵＣＪ）」業務により追加、変更または削除

をすることができます。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してくだ

さい。 

 

(１) 呼び出し（照会）方法 

呼び出しは、「機用品受託航空会社登録呼出し（ＵＣＪ１１）」業務を利用し、保税地域

コード（「保税地域コード」欄）に呼び出したい保税地域コード（5桁）を入力して送信す

ることにより行います。 

 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

 

(２) 出力情報 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「機用品受託航空会社呼出情報（出力情報コ

ード：AAL5351）」が配信されます。 
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１７．蔵置場所別在庫データ出力要否設定呼出し（ＵＩＡ１１）業務 

 

システム管理者等は、管理資料「蔵置場所別在庫データ」の出力要否等について、現在の設定状

況を保税地域コード（5桁）毎に呼び出すことができます。 

なお、本業務は照会業務として利用することが可能な他、呼び出した登録画面から、管理資料情

報の配信要否について登録または変更（以下「登録等」という。）を行うことが可能です。 

照会、登録等は、それぞれ次の事項を入力して送信することにより行います。 

これにより、出力要否を「スペース（空欄）」以外となっているものについては「蔵置場所別在

庫データ」が出力されることとなる他、当該管理資料のロケーション毎の件数が計上されることと

なる。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してくだ

さい。 

 

(１) 呼び出し（照会）方法 

呼び出しは、保税蔵置場（「保税蔵置場」）欄に呼び出したい保税地域コード（5桁）

を入力して送信することにより行います。 

 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「蔵置場所別在庫データ出力要否設定呼出情報

（出力情報コード：AAL5390）」が配信されます。 

 

(２) 新規登録方法 

上記（１）で呼び出した登録画面の以下の項目に、出力要否の入力または選択を行い送

信します。 

［２］出力要否（「出力要否」欄） 

以下のいずれかを入力または選択します。 

出力要否 内   容 

１ ０時時点の輸入貨物情報から出力する 

２ ５時時点の輸入貨物情報から出力する 

３ 双方出力する 

スペース（空欄） 出力不要 

［３］ＭＡＷＢ情報出力要否（「ＭＡＷＢ情報出力要否」欄） 

次のいずれかを入力または選択します。 

出力要否 内   容 

Ｙ ＭＡＷＢ情報を出力する 

スペース（空欄） ＭＡＷＢ情報を出力しない 
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［４］全ロケーション対象表示（「全ロケーション対象表示」欄） 

次のいずれかを入力または選択します。 

出力要否 内   容 

Ｙ 全ロケーションを出力対象とする 

スペース（空欄） 全ロケーションを出力対象としない 

［５］ロケーション（「ロケーション」欄） 

出力対象のロケーションを入力します。 

上記［４］で「スペース（空欄）」となっている場合は、最低１件入力されて

いる必要があり、「Ｙ：全ロケーションを出力対象とする」となっている場合は、

全て「スペース（空欄）」となっている必要があります。 

 

(３) 変更方法 

変更を行う場合は、上記（１）で呼び出した登録画面で現在の設定状況を確認した後、

必要な情報の入力を行い送信します。上記（２）新規登録方法に準じて「Ｙ」、「１」～

「３」またはスペース（空欄）を選択します。 

 

(４) 出力情報 

本登録等により、入力者に対し「蔵置場所別在庫データ出力要否設定情報（出力情報コー

ド：AAL5380）」が配信されます。 

 

(５) 留意事項 

   登録等を行う場合には、必ず「ＵＩＡ１１（呼出し）」を行う必要があります。 
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≪入力例≫ ※蔵置場所別在庫データ出力要否設定呼出し（ＵＩＡ１１）業務を行った後、本

業務を行う入力例（毎月１日と１６日に全てのロケーション分のデータを出力す

るようを登録する例） 
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１８．リアルタイム口座帳票要否呼出し（ＵＲＫ１１） 

システム管理者等は、オンライン・リアルタイム口座を用いた関税等の振替完了通知情報の出力要否

設定状況を呼び出して確認し、変更することができます。 

現状で、配信要と設定されている振替完了通知情報には「Y」が表示されています。システム管

理者等以外の方が本業務を行う場合は、システム管理者等の指示の下、本業務を実施してください。 

 

(１) 呼び出し（照会）方法 

呼び出しは、「処理種別」欄に「Y」を入力、「申告者コード」欄には、入力者の利用者

コードを入力します。（入力を省略した場合は、入力者の利用者コードの情報を呼び出

します） 

 

≪入力例≫ 

 

 

   【新規登録時の場合】      

    

 

【配信要と登録されている場合】 

 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「リアルタイム

口座帳票要否呼出し結果情報（出力情報コード：CAL

0950）」が配信されます。 

現在の設定状況が出力されます。 

※新規登録の場合は、スペース（出

力不要）が設定されています。 

新規登録で配信要と設定後に再度

呼び出しを行うと、出力要「Ｙ」が表示

されます。 
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(２) 登録方法（新規に帳票出力を必要とする場合） 

 

① （１）呼び出し（照会）より、現在の設定状況を表示させます。 

     

② タブでY（出力要）を選択します。 

     

 

① Y（出力要）を選択し、送信することで、設定が反映することができます。 

 

現在の設定状況が出力されます。 

新規の場合、スペース（出力不要）が

設定されています。 

出力要「Ｙ」を選択します。 
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(３) 変更方法（帳票が不要となった場合） 

①（１）呼び出し（照会）より、現在の設定状況を表示させます。 

      

② タブでスペースを選択します。 

  

 

③ スペース（出力不要）を選択し、送信することで、設定が反映することができます。 

 

現在の設定状況が出力されます。（Y

が表示されているので、帳票出力要

に設定されています。 

出力不要「スペース」を選択します。 
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(４) 出力情報 

本登録を行うことで、オンライン・リアルタイム口座による納付が行われ、ＮＡＣＣＳで

収納済みとなった場合に入力者あてに「リアルタイム口座振替完了通知情報（出力情報コ

ード：CAF6151）」が配信されます。 
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１９－１．港別船会社登録（ＵＭＦ） 

入出港関連やリスト通関等の業務を実施する際に、第三者業務（船舶代理店業務等）による船

会社向けの出力情報について、代表利用者コード（システム参加の船会社コードの利用者コード）

以外で、港別に当該出力情報を出力する利用者を指定したい場合、または、港単位に利用可能な

船会社の利用者コードを登録する場合で、システム管理者等は、１船会社コードに対して、港単

位に利用可能な船会社の利用者コード（5桁）を登録、変更又は削除（以下「登録等」という。）

を行う場合に本業務を実施します。 

登録等は、「港別船会社登録（ＵＭＦ）」業務を利用し、それぞれ次の事項を入力して送信す

ることにより行います。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してく

ださい。 

変更・削除を行う場合には、必ず「港別船会社登録呼出し（ＵＭＦ１１）」業務を利用して、

現在の設定内容を呼び出してから変更・削除の作業を行ってください。 

 

(１) 登録方法 

［１］船会社コード（「船会社コード」欄） 

船会社コードを入力します。 

［２］港コード（「港コード」欄） 

代表利用者コード以外の船会社を登録する場合の港コード（国連LOCODE）を

入力します。 

     ―「変更する内容」の枠内― 

［３］利用者コード（変更後）（「利用者コード」欄） 

代表利用者コード以外の船会社の利用者コード（5桁）を入力します。 

［４］更新識別（「更新識別」欄） 

スペース（空欄：削除しない）を選択します。 

 

(２) 変更方法 

「港別船会社登録呼出し（ＵＭＦ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼び出し、

上記(１)登録方法に準じて変更後の内容を入力します。 

 

(３) 削除方法 

「港別船会社登録呼出し（ＵＭＦ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼び出し、

削除要否を入力します。 

［４］更新種別（「更新種別」欄） 

「Ｄ：削除する」を入力又は選択します。 

 

(４) 出力情報 

本登録等により、入力者に対し「港別船会社情報（出力情報コード：SAL0990）」が配信

されます。 



１－１－７５ 

 

 

≪入力例≫ ※港別船会社登録呼出し（ＵＭＦ１１）業務を行った後、本業務を行う入力例（現

在定中の「１ＣＮＡＣ」から「１ＤＮＡＣ」に変更する場合の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 現在の設定状況が出力されます。 
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１９－２．港別船会社登録呼出し（ＵＭＦ１１） 

 

システム管理者等は、船会社コードに対して、港単位に利用可能な船会社の利用者コード（5

桁）を呼び出します。 

なお、本業務は照会業務として利用することが可能です。 

呼び出された情報は、「港別船会社登録（ＵＭＦ）」業務により変更又は削除をすることがで

きます。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してく

ださい。 

 

(１) 呼び出し（照会）方法 

呼び出しは、「港別船会社登録呼出し（ＵＭＦ１１）」業務を利用して、次の事項を入

力して送信することにより行います。 

［１］船会社コード（「船会社コード」欄） 

呼び出したい船会社コードを入力します。 

［２］港コード（「港コード」欄） 

呼び出したい港コード（国連LOCODE）を入力します。 

 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 出力情報 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「港別船会社呼出情報（出力情報コード：S

AL1000）」が配信されます。 
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２０－１．搬出入業務代行者登録（ＵＨＮ） 

 

保税蔵置場自らが搬出入業務（ＢＩＡ業務等）を行うことが原則ですが、業務実態等何らかの

理由により、当該保税蔵置場に代わり、通関業者又は海貨業者に当該搬出入業務を行わせる場合

に、システム管理者等は、保税地域コード単位に搬出入業務を代行させる利用者（通関業者又は

海貨業者に限る。）の利用者コードの登録、変更又は削除（以下「登録等」という。）を行う場

合に本業務を実施します。 

登録等は、「搬出入業務代行者登録（ＵＨＮ）」業務を利用し、それぞれ次の事項を入力して

送信することにより行います。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してく

ださい。 

変更・削除を行う場合には、必ず「搬出入業務代行者登録呼出し（ＵＨＮ１１）」業務を利

用して、現在の設定内容を呼び出してから変更・削除の作業を行ってください。 

(１) 登録方法 

［１］保税地域コード（「保税地域コード」欄） 

保税地域コードを入力します。 

―「変更する内容」の枠内― 

［２］搬出入業務代行者（変更後）（「搬出入業務代行者」欄） 

上記［１］で入力した保税地域において、搬出入業務を代行者させる利用者（通

関業者又は海貨業者）の利用者コード（5桁）を入力します。 

［３］更新種別（「更新種別」欄） 

「Ｉ：追加」を入力又は選択します。 

 

(２) 変更方法 

「搬出入業務代行者登録呼出し（ＵＨＮ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼

び出し、上記(１)登録方法及び下記(３)削除方法を併用して変更前の内容（削除する内容）

と変更後の内容（追加する内容）を入力します。 

具体的には、変更する内容の枠内に、変更前の内容（搬出入業務の代行を取り消す利用

者の利用者コードを入力し、更新種別は「Ｄ：削除」を選択）と変更後の内容（搬出入業

務の代行を行わせる利用者の利用者コードを入力し、更新種別は「Ｉ：追加」を選択）を

入力します。 

 

(３) 削除方法 

「搬出入業務代行者登録呼出し（ＵＨＮ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼

び出し、以下により削除する内容を入力します。 

［２］搬出入業務代行者（変更後）（「搬出入業務代行者」欄） 

更新前の設定状況欄にある利用者コードのうち、搬出入業務の代行を取り消す

利用者コード（5桁）を入力します。 

［３］更新種別（「更新種別」欄） 

「Ｄ：削除」を入力します。 
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(４) 出力情報 

本登録等により、入力者に対し「搬出入業務代行者情報（出力情報コード：SAL0970）」

が配信されます。 

 

(５) 留意事項 

搬出入業務代行者として登録されている利用者が実施可能なオンライン業務は以下のと

おりです。 

 

業務コード 業務名 備考 

ＢＩＣ 搬入確認登録（輸出未通関） 

輸出 

ＢＩＤ 搬入確認登録（輸出許可済） 

ＢＯＣ 搬出確認登録（輸出許可済） 

ＶＡＥ バンニング情報登録（輸出管理番号単位） 

ＶＡＮ バンニング情報登録（コンテナ番号単位） 

ＶＡＨ バンニング・ＣＹ搬入情報登録 

ＢＩＡ 搬入確認登録（保税運送貨物） 

輸入 
ＢＩＢ システム外搬入確認（輸入貨物） 

ＢＯＡ 搬出確認登録（保税運送貨物） 

ＢＯＢ 搬出確認登録（貨物引取り） 

 

 

≪入力例≫ ※搬出入業務代行者登録呼出し（ＵＨＮ１１）業務を行った後、本業務を行う入力

例（現在設定中の「１ＥＮＡＣ」から「１ＦＮＡＣ」に変更する場合の例） 

 

 

 

現 在 の

設 定 状

況 が 出

力 さ れ

ます。 

 

照会可能者を現在の、１ＢＮＡＣから４ＢＮＡＣへ変更するため、 

 

利用者コードに「１ＢＮＡＣ」、更新種別に「Ｄ：削除」と入力し、利

用者コードに「４ＢＮＡＣ」、更新種別に「Ｉ：追加」と入力する。 

搬出入業務代行者を、現在の、「１ＥＮＡＣ」から「１ＦＮＡＣ」へ変更するため、 

搬出入業務代行者欄０１に「１ＥＮＡＣ」を入力し、更新種別は「Ｄ：削除」を選択、搬出入

業務代行者欄０２に「１ＦＮＡＣ」を入力し、更新種別は「Ｉ：追加」を選択します。 
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２０－２．搬出入業務代行者登録呼出し（ＵＨＮ１１） 

 

システム管理者等は、保税地域コードに対して、保税地域単位に搬出入業務の代行可能な利用

者コード（5桁）を呼び出します。 

なお、本業務は照会業務として利用することが可能です。 

呼び出された情報は、「搬出入代行者登録（ＵＨＮ）」業務により変更又は削除を行うことが

できます。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してく

ださい。 

 

(１) 呼び出し（照会）方法 

呼び出しは、「搬出入代行者登録呼出し（ＵＨＮ１１）」業務を利用し、保税地域コード

（「保税地域コード」欄）に呼び出したい保税地域コードを入力して送信することにより行

います。 

 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 出力情報 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「搬出入代行者呼出情報（出力情報コード：S

AL0980）」が配信されます。 

 

(３) 留意事項 

搬出入業務代行者として登録されている利用者が実施可能なオンライン業務は、２０－１

（５）を参照してください。 
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２１－１．船会社別ブッキング情報先行登録積出港登録（ＵＦＢ） 

 

ブッキング関連業務において、「ブッキング情報登録（ＢＫＲ）」業務の先行登録を必須とし

たい場合、システム管理者等は、本業務を実施し、船会社コードに対して積出港（5桁）の登録

を行います。 

登録等は、「船会社別ブッキング情報先行登録積出港登録（ＵＦＢ）」業務を利用し、それぞ

れ次の事項を入力して送信することにより行います。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してく

ださい。 

変更・削除を行う場合には、必ず「船会社別ブッキング情報先行登録用積出港登録呼出し（Ｕ

ＦＢ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼び出してから変更・削除の作業を行ってくだ

さい。 

 

(１) 登録方法 

［１］船会社コード（「船会社コード」欄） 

船会社コードを入力します。 

［２］更新種別（「更新種別」欄） 

「Ｉ：追加」を入力又は選択します。 

［３］積出港コード（「積出港コード」欄） 

「ブッキング情報登録（ＢＫＲ）」業務の先行登録を必須とする船会社コー

ドに対する、積出港コード（国連LOCODE）を入力します。 

      

(２) 変更方法 

「船会社別ブッキング情報先行登録積出港登録呼出し（ＵＦＢ１１）」業務を利用して、

現在の設定内容を呼び出し、上記(１)登録方法に準じて変更後の内容を入力します。 

 

(３) 削除方法 

「船会社別ブッキング情報先行登録積出港登録呼出し（ＵＦＢ１１）」業務を利用して、

現在の設定内容を呼び出し、削除要否を入力します。 

［１］更新種別（「更新種別」欄） 

「Ｄ：削除」を入力又は選択します。 

 

(４) 出力情報 

本登録等により、入力者に対し「船会社別ブッキング情報先行登録用積出港情報（出力情

報コード：SAL1030）」が配信されます。 
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≪入力例≫ ※船会社コードＡＢＣＤで「ＪＰＴＹＯ」を登録する場合の入力例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更後の設定状況が出力されます 
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２１－２．船会社別ブッキング情報先行登録積出港登録呼出し（ＵＦＢ１１） 

 

システム管理者等は、「ブッキング情報登録（ＢＫＲ）」業務の先行登録を必須とする船会社

コード（4桁）を呼び出します。 

なお、本業務は照会業務として利用することが可能です。 

呼び出された情報は、「船会社別ブッキング情報先行登録積出港登録（ＵＦＢ）」業務により

変更又は削除をすることができます。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してく

ださい。 

 

(１) 呼び出し（照会）方法 

呼び出しは、「船会社別ブッキング情報先行登録積出港登録呼出し（ＵＦＢ１１）」業

務を利用して、次の事項を入力して送信することにより行います。 

［１］船会社コード（「船会社コード」欄） 

呼び出したい船会社コードを入力します。 

 

(２) 出力情報 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「船会社別ブッキング情報先行登録用積出港

呼出情報（出力情報コード：SAL1040）」が配信されます。 

 

 

 

≪入力例≫ ※船会社別ブッキング情報先行登録積出港登録呼出し（ＵＦＢ１１）業務を行った

後、船会社別ブッキング情報先行登録積出港登録（ＵＦＢ）を行う入力例（現在

設定中の「ＪＰＴＹＯ」から「ＪＰＮＧＯ」に変更する場合の例） 
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現在の設定状況が出力されます 

 

変更後の内容を入力します 

 

変更後の内容を入力します 
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変更前の設定状況が出力されます 

 

変更後の設定状況が出力されます 
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２２－１．申告可能者登録（ＵＫＹ）業務 

 

輸出入申告の申告予定者以外は、輸出入申告業務、事項登録業務、呼出し業務、通関士審査業務

および申告添付業務は実施できませんが、本業務を実施することにより委託関係にある通関業者

（同一企業の利用者コード）を登録することができます。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してくだ

さい。 

変更・削除を行う場合には、必ず「申告可能者登録呼出し（ＵＫＹ１１）」業務を利用して、現

在の設定内容を呼び出してから変更・削除の作業を行ってください。 

 

(１) 登録方法 

［１］利用者コード（「利用者コード」欄） 

当初申告者の利用者コード（5桁）を入力します。 

     ―「変更する内容」の枠内― 

［２］申告可能者（変更後）（「申告可能者」欄） 

申告業務を委託する通関業者の利用者コード（5桁）を入力します。 

［３］更新種別（「更新種別」欄） 

「Ｉ：追加」を入力または選択します。 

 

(２) 変更方法 

「申告可能者登録呼出し（ＵＫＹ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼び出し、

上記(１)登録方法及び下記(３)削除方法を併用して入力します。 

具体的には、変更する内容の枠内に、変更前の内容（申告業務の委託を取り消す通関業

者の利用者コードを入力し、更新種別は「Ｄ：削除」を選択）と変更後の内容（新たに申

告業務の訂正を委託する同一企業内通関業者の利用者コードを入力し、更新種別は「Ｉ：

追加」を選択）を入力します。 

 

(３) 削除方法 

「申告可能者登録呼出し（ＵＫＹ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼び出し、

以下により削除する内容を入力します。 

［２］申告可能者（変更後）（「申告可能者」欄） 

変更前の設定状況欄にある利用者コードのうち、申告業務の委託を取り消す利

用者コード（5桁）を入力します。 

［３］更新種別（「更新種別」欄） 

「Ｄ：削除」を入力または選択します。 
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(４) 出力情報 

本登録により、入力者に対し「申告可能者情報（出力情報コード：CAL1460）」が配信さ

れます。 

 

(５) 参考事項 

          申告可能者として登録されている利用者が実施可能なオンライン業務は以下のとおり 

です。 

業務コード 業務名 

ＥＤＡ 輸出申告事項登録 

ＥＤＢ 輸出申告事項呼出し 

ＥＤＣ 輸出申告 

ＩＥＸ（ＩＥＸ０Ｗ） 輸出申告等照会 

ＵＥＡ 別送品輸出申告事項登録 

ＵＥＢ 別送品輸出申告事項呼出し 

ＵＥＣ 別送品輸出申告 

ＩＥＵ 別送品輸出申告照会 

ＩＭＯ 輸出自動車情報照会 

ＭＥＣ 輸出マニフェスト通関申告 

ＭＥＤ 輸出マニフェスト通関申告呼出し 

ＩＤＡ 輸入申告事項登録 

ＳＷＡ シングルウィンドウ輸入申告事項登録 

ＩＤＢ 輸入申告事項呼出し 

ＳＷＢ シングルウィンドウ輸入申告事項呼出し 

ＳＷＸ シングルウィンドウ申告・申請呼出し 

ＩＤＣ 輸入申告 

ＳＷＣ シングルウィンドウ輸入申告 

ＭＷＡ 石油製品等移出（総保出）輸入申告事項登録 

ＭＷＢ 石油製品等移出（総保出）輸入申告事項呼出し 

ＭＷＣ 石油製品等移出（総保出）輸入申告 

ＩＩＤ（ＩＩＤ０Ｗ） 輸入申告等照会 

ＩＸＸ 関連省庁申告・申請状況照会 

ＭＩＣ 輸入マニフェスト通関申告 

ＭＩＤ 輸入マニフェスト通関申告呼出し 

ＣＴＡ 機用品蔵入承認申請事項登録 

ＣＴＢ 機用品蔵入承認申請事項呼出し 

ＣＴＣ 機用品蔵入承認申請 

ＩＣＴ 機用品蔵入等承認申請照会 

ＩＣＧ（ＩＣＧ０Ｗ） 貨物情報照会 

ＩＩＶ インボイス・パッキングリスト情報照会 

ＭＳＸ 申告添付登録 

ＭＳＹ 申告添付訂正呼出し 

ＭＳＹ０１ 申告添付訂正 

ＩＭＳ 申告添付一覧照会 

ＣＣＢ 通関士審査内容呼出し 

ＣＣＡ 通関士審査結果登録 

ＩＨＦ 本船・ふ中扱い承認申請照会 

ＡＴＩ 検査立会者登録 

ＩＧＳ（ＩＧＳ０Ｗ） 輸出貨物情報照会 
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２２－２．申告可能者登録呼出し（ＵＫＹ１１）業務 

 

輸出入申告の申告予定者以外は、輸出入申告業務、事項登録業務、呼出し業務、通関士審査業務

および申告添付業務は実施できませんが、本業務を実施することにより委託関係にある通関業者

（同一企業の利用者コード）情報を呼び出します。 

呼び出された情報は、「申告可能者登録（ＵＫＹ）」業務により変更または削除をすることがで

きます。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してくだ

さい。 

 

 (１) 呼び出し（照会）方法 

呼び出しは、「申告可能者登録呼出し（ＵＫＹ１１）」業務を利用して、利用者コード（「利

用者コード」欄）に呼び出したい利用者コード（5桁）を入力して送信することにより行い

ます。 

 

≪入力例≫ 

 

 

 

 

 

 

(２) 出力情報 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「申告可能者呼出情報（出力情報コード：CAL

1470）」が配信されます。 
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２２－３．申告可能者登録呼出し（強制入力）（ＵＫＹ１２）業務 

 

輸出入申告の申告予定者以外は、輸出入申告業務、事項登録業務、呼出し業務、通関士審査業務

および申告添付業務は実施できませんが、本業務を実施することにより委託関係にある通関業者

（他企業の利用者コード）を登録することができます。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施してくだ

さい。 

変更・削除を行う場合には、必ず「申告可能者登録呼出し（ＵＫＹ１１）」業務を利用して、現

在の設定内容を呼び出してから変更・削除の作業を行ってください。 

 

(１) 登録方法 

［１］利用者コード（「利用者コード」欄） 

当初申告者の利用者コード（5桁）を入力します。 

     ―「変更する内容」の枠内― 

［２］申告可能者（変更後）（「申告可能者」欄） 

申告業務の訂正を委託する通関業者の利用者コード（5桁）を入力します。 

［３］更新種別（「更新種別」欄） 

「Ｉ：追加」を入力または選択します。 

 

この状態で送信すると以下のような警告画面が出力され、登録が一旦保留されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しく「処理種別＊」欄が 

表示されます。 

警告メッセージを 

拡大したもの 
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  「利用者コード＊」欄下に「処理種別＊」欄が新しく表示されていますので「F」を入力し、 

送信します。※「F」を入力しない場合には、エラーとなります。 

    

 

 

   「ＣＯＭＰＬＥＴＩＯＮ」となり、登録完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）変更方法 

「申告可能者登録呼出し（ＵＫＹ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼び出し、

上記(１)登録方法及び下記(３)削除方法を併用して入力します。 

具体的には、変更する内容の枠内に、変更前の内容（申告業務の委託の権限を取り消す

利用者コードを入力し、更新種別は「Ｄ：削除」を選択）と変更後の内容（新たに申告業

務の委託の権限を持たせる利用者コードを入力し、更新種別は「Ｉ：追加」を選択）を入

力します。 

この状態で送信すると（１）のような警告が出力されますので「処理種別＊」欄に「Ｆ」

を入力し送信します。 

 

(３) 削除方法 

「申告可能者登録呼出し（ＵＫＹ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼び出し、

以下により削除する内容を入力します。 

［２］申告可能者（変更後）（「申告可能者」欄） 

変更前の設定状況欄にある利用者コードのうち、申告業務の委託の権限を取り消
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す利用者コード（5桁）を入力します。 

［３］更新種別（「更新種別」欄） 

「Ｄ：削除」を入力又は選択します。 

 

この状態で送信すると（１）のような警告が出力されますので「処理種別＊」欄に「Ｆ」

を入力し送信します。 

 

(４) 出力情報 

本登録により、入力者に対し「申告可能者強制入力情報（出力情報コード：CAL1480）」

が配信されます。 

 

(５) 留意事項 

本業務は登録情報の申告を委託する者（当初の申告予定者：親）が申告を受託する者（実

際に申告を行うもの：子）を登録するものです。 

親の了解なしに子が当該業務で親を登録することもできますが、この場合は「子の情報を

親が申告者として申告できるようになる」ものであり、子から親の情報を申告できるように

はなりません。 



１－１－９１ 

 

２３－１．積荷目録情報登録省略機能不要設定登録（ＵＡＦ）業務 

 

システム管理者等は、船会社コード等の単位に、「積荷目録提出（ＤＭＦ）」業務における出

港前報告情報を利用した積荷目録情報登録機能の不要設定の登録を行う場合に本業務を実施し

ます。 

なお、設定可能単位のパターンは、以下の３パターンのうちいずれか１つのみです。 

①船会社単位（船会社コード）（※船舶代理店の場合は船会社単位の設定不可） 

②船卸港単位（船会社コード＋船卸港コード） 

③船舶単位 （船会社コード＋船卸港コード＋船舶コード） 

 

（１）登録方法 

以下により登録する内容を入力します。 

［１］処理区分（「処理区分」欄） 

「９：登録」を入力します。 

［２］船会社コード（「船会社コード」欄） 

船会社コード（4 桁）を入力します。 

［３］船卸港コード（「船卸港コード」欄） 

船会社単位で登録する場合は入力不要です。 

船卸港単位又は船舶単位で登録する場合は、登録する港の国連 LOCODE（5 桁）

を入力します。船舶代理店の場合は必須入力となります。 

［４］船舶コード（「船舶コード」欄） 

船会社単位又は船卸港単位で登録する場合は入力不要です。 

船舶単位の登録する場合は、登録する船舶のコールサインを入力します。 

 

（２）変更方法 

登録した内容を変更する場合には、下記（３）削除方法にて登録内容を削除したのち、

改めて上記（１）登録方法により必要な登録を行います。 

 

（３）削除方法 

以下により削除する内容を入力します。 

［１］処理区分（「処理区分」欄） 

「１：削除」を入力します。 

［２］船会社コード（「船会社コード」欄） 

船会社コード（4 桁）を入力します。 
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［３］船卸港コード（「船卸港コード」欄） 

船会社単位の登録を削除する場合は入力不要です。 

船卸港単位又は船舶単位の登録を削除する場合は、削除する港の国連 LOCODE（5

桁）を入力します。船舶代理店の場合は必須入力となります。 

［４］船舶コード（「船舶コード」欄） 

船会社単位又は船卸港単位の登録を削除する場合は入力不要です。 

船舶単位の登録を削除する場合は、削除する船舶のコールサインを入力します。 
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２３－２．積荷目録情報登録省略機能不要設定情報照会（ＵＡＦ０１）業務 

 

システム管理者等は、「積荷目録情報登録省略機能不要設定登録（ＵＡＦ）」業務にて登録し

た積荷目録情報登録機能の不要設定の登録状況を一覧照会することができます。 

照会は「積荷目録情報登録省略機能不要設定情報照会（ＵＡＦ０１）」業務を利用し、次の事

項を入力して送信することにより行います。 

 

（１）照会方法 

［１］船会社コード（「船会社コード」欄） 

船会社コード（4 桁）を入力します。 

［２］船卸港コード（「船卸港コード」欄） 

船会社単位で照会する場合は入力不要です。 

船卸港単位で照会する場合は、照会する港の国連 LOCODE（5 桁）を入力します。

船舶代理店の場合は必須入力となります。 

 

《入力例》 

 

 

（２）出力情報  

本照会により、「積荷目録情報登録省略機能不要設定照会情報（出力情報コード：

SAL1360）」が配信されます。 
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２４－１．輸入ＣＦＳ引取予定情報受付時間登録（ＵＣＴ）業務 

 

バラ貨物を扱うＣＦＳ保税蔵置場利用者等が、利用者からの「輸入ＣＦＳ引取予定情報通知

（ＲＣＳ０１）」業務を利用した引取依頼を受け付ける場合には、あらかじめ「輸入ＣＦＳ引取

予定情報受付時間登録（ＵＣＴ）」業務を利用して搬出依頼受付終了時刻等を登録しておく必要

があります。 

 

（１）登録方法 

［１］処理区分（「処理区分」欄） 

「９：新規登録」を入力します。 

［２］搬出依頼受付終了時刻（「搬出依頼受付終了時刻」欄） 

搬出依頼の受付を終了する時刻を入力します。 

なお、本項目が入力されていない場合は、「輸入ＣＦＳ引取予定情報通知（ＲＣ

Ｓ０１）」業務は常に受付終了時刻までに実施されたとみなされます。 

［３］土曜日対応可能表示（「土曜日対応可」欄） 

土曜日も平日同様に「輸入ＣＦＳ引取予定情報通知（ＲＣＳ０１）」業務を受け

付ける場合は、本項目をチェック（☑）します。 

［４］日曜日・祝日対応可能表示（日・祝日対応可」欄） 

日曜日及び祝日も平日同様に「輸入ＣＦＳ引取予定情報通知（ＲＣＳ０１）」業

務を受け付ける場合は、本項目をチェック（☑）します。 

［５］ワーニング出力表示（「ワーニング出力」欄） 

本業務で登録した受付可能時間以外に「輸入ＣＦＳ引取予定情報通知（ＲＣＳ

０１）」業務が実施された場合にエラーとせず、ワーニング出力し、搬出依頼の受

付を可能とする場合は、本項目をチェック（☑）します。 

［６］当日対応可能表示（「搬出依頼の当日対応可」欄） 

「輸入ＣＦＳ引取予定情報通知（ＲＣＳ０１）」業務にて、業務実施日（当日）

の「引取予定日時」の入力を可能とする場合には、本項目をチェック（☑）しま

す。 

［７］記事（「記事（１）」から「記事（５）」欄） 

「輸入ＣＦＳ引取予定情報通知（ＲＣＳ０１）」業務を実施する利用者が、あら

かじめ「輸入ＣＦＳ引取予定情報通知呼出し（ＲＣＳ１１）」業務を利用して貨物

情報等を呼び出した場合には、当該呼び出し結果画面に本項目で入力した内容を

出力します。 

ＲＣＳ１１業務を実施する利用者に対して必要な事項を周知することが可能で

す。 
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（２）変更方法 

「輸入ＣＦＳ引取予定情報受付時間登録呼出し（ＵＣＴ１１）」業務を利用して、現在の

設定内容を呼び出し、以下により訂正の旨入力し、上記（１）登録方法に準じて変更後の

内容を入力します。 

［１］処理区分（「処理区分」欄） 

「５：訂正」を入力します。 

 

（３）削除方法 

「輸入ＣＦＳ引取予定情報受付時間登録呼出し（ＵＣＴ１１）」業務を利用して、現在の

設定内容を呼び出し、削除要否を入力します。 

［１］処理区分（「処理区分」欄） 

「１：削除」を入力します。 

 

（４）出力情報 

本登録等により、入力者に対し、「輸入ＣＦＳ引取予定情報受付時間情報（出力情報コー

ド：SAL1370）」が配信されます。 

 

（５）留意事項 

① 「当日対応可能表示」と「輸入ＣＦＳ引取予定情報通知（ＲＣＳ０１）」業務で入力

可能な「受付予定日」の関係は以下のとおりです。 

項 

番 

当日対応 

可能表示 

RCS01業務 

実施時刻 
RCS01業務で入力可能な「受付予定日」 

1 □ 受付時間内 翌平日 (※) 以降の平日(※) 

2 □ 受付時間外 翌々平日(※) 以降の平日 (※) 

3 ☑ 受付時間内 
当日（当日が平日 (※ )でない場合は翌平日 (※)）以降の

平日(※) 

4 ☑ 受付時間外 翌平日 (※) 以降の平日(※) 

（※）土曜日対応可、日曜・祝日対応可としている場合は、当該日も平日とみなす。 

② ＮＡＣＣＳ掲示板では、ＵＣＴ業務を登録した利用者コード一覧を掲載しています。

運用準備等の理由で一覧に掲載を希望しない場合は、「記事（５）」欄の末尾に「NOCODE」

（半角英字 6 文字）と入力してください。 
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２４－２．輸入ＣＦＳ引取予定情報受付時間登録呼出し（ＵＣＴ１１）業務 

 

バラ貨物を扱うＣＦＳ保税蔵置場利用者等が、「輸入ＣＦＳ引取予定情報受付時間登録（ＵＣ

Ｔ）」業務を利用して搬出依頼受付終了時刻等を登録する場合に、あらかじめ「輸入ＣＦＳ引取

予定情報受付時間登録呼出し（ＵＣＴ１１）」業務を利用して搬出依頼受付終了時刻等を呼び出

すことができます。 

なお、本業務は「輸入ＣＦＳ引取予定情報通知（ＲＣＳ０１）」業務の利用者が、照会業務と

して利用することが可能です。 

呼び出し（照会）は、「輸入ＣＦＳ引取予定情報受付時間登録呼出し（ＵＣＴ１１）」業務を

利用して、次の事項を入力して送信することにより行います。 

 

（１）呼び出し（照会）方法 

［１］申告者（「申告者」欄） 

呼び出したい利用者コード（5 桁）を入力します。 

 

《入力例》 

 

 

（２）出力情報 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「輸入ＣＦＳ引取予定情報受付時間登録呼出

情報（出力情報コード：SAL1380）」が配信されます。 
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２５－１．一括納付書等（包括延長）集約先登録（ＵＩＫ）業務 

 

通関業者は本業務にてあらかじめ登録しておくことで、同一官署に同一法人の複数利用者コ

ード（別支店等）から包括納期限延長に係る輸入申告を行った場合、当該一括納付書を１利用

者コードへ集約先して出力することができます。 

なお、変更・削除を行う場合には、必ず「一括納付書等（包括延長）集約先登録呼出し（Ｕ

ＩＫ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼び出してから変更・削除の作業を行う必要が

あります。（直接ＵＩＫ業務を起動することはできません。） 

 

（１）登録方法 

［１］申告者（「申告者」欄） 

集約する対象の利用者コード（5 桁）を入力します。 

なお、既に「一括納付書等（包括延長）集約先登録呼出し（ＵＩＫ１１）」業務

で出力された利用者コードが出力されているため、変更できません。 

―「追加する内容」の枠内― 

［２］申告官署（追加）（「申告官署」欄） 

集約する対象の申告先税関官署コード（2 桁）を入力します。 

［３］集約先利用者（追加）（「集約先利用者」欄） 

集約先とする利用者コード（5 桁）を入力します。 

なお、申告者と利用者コードの末尾 3 桁が一致する（同一法人である）必要が

あります。 

［４］適用開始年月（追加）（「適用開始年月」欄） 

集約を開始する年月を入力します。 

業務実施日の翌月以降の年月のみ入力可能です。 

（例）2020 年 3 月 15 日に入力する場合には、「202004」以降の入力のみ可能で

す。 

［５］適用終了年月（追加）（「適用終了年月」欄） 

集約を終了する年月を入力します。 

適用終了年月を指定しない場合は入力不要です。 

適用開始年月以降の年月のみ入力可能です。 

 

（２）変更方法 

「一括納付書等（包括延長）集約先登録呼出し（ＵＩＫ１１）」業務を利用して、現在の

設定内容を呼出し、次の項目についてのみ訂正することができます。 

―「現状の設定と変更する内容」の枠内― 
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［７］適用終了年月（変更前）（「適用終了年月」欄） 

集約を終了する年月を入力します。 

適用終了年月を指定しない場合は入力不要です。 

適用開始年月以降の年月のみ入力可能です。 

なお、適用終了年月が経過した後の本項目の訂正できません。その場合は、改

めて上記（１）登録の方法により集約先を登録しなおす必要があります。 

 

（３）削除方法 

「一括納付書等（包括延長）集約先登録呼出し（ＵＩＫ１１）」業務を利用して、現在の

設定内容を呼出し、次の項目を入力することにより削除することが可能です。 

ただし、削除するためには、あらかじめ適用終了年月が設定されており、かつ当該適用

終了年月から４年が経過している必要があります。（適用開始年月が到来していない場合

には、すぐに削除することが可能です） 

―「現状の設定と変更する内容」の枠内― 

［６］削除（「削除」欄） 

 

（４）留意事項 

① 集約先とする利用者コードを廃止する場合には、あらかじめ上記（２）変更方法に

より適用終了年月を設定することにより集約先設定を解除しておく必要があります。 

万が一解除しなかった場合には、集約された納付書を取り出すことができなくなりま

す。 

② 本設定は「申告者の利用者コード」及び「申告先税関官署」単位にのみ設定するこ

とが可能です。輸入者毎に集約の有無を設定することはできません。 
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２５－２．一括納付書等（包括延長）集約先登録呼出し（ＵＩＫ１１）業務 

 

通関業者が「一括納付書等（包括延長）集約先登録（ＵＩＫ）」業務を実施する場合には、ま

ず初めに「一括納付書等（包括延長）集約先登録呼出し（ＵＩＫ１１）」業務を使用して登録さ

れた一括納付書等（包括延長）集約先情報を呼び出す必要があります。 

なお、本業務は照会業務として利用することが可能です。 

呼び出し（照会）は、「一括納付書等（包括延長）集約先登録呼出し（ＵＩＫ１１）」業務を

利用して、次の事項を入力して送信することにより行います。 

 

（１）呼び出し（照会）方法 

［１］申告者（「申告者」欄） 

呼び出したい利用者コード（5 桁）を入力します。 

 

《入力例》 

 

（２）出力情報 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「一括納付書等（包括延長）集約先登録呼出

情報（出力情報コード：CAL1500）」が配信されます。 
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２６－１．一括納付書等（特例即納）配信日登録（ＵＴＫ）業務 

 

通関業者は本業務にて特例申告に係る一括納付書等（特例即納）の月毎の配信日を８日か２

１日のいずれかをあらかじめ登録することができます。 

なお、登録を行う場合には、必ず「一括納付書等（特例即納）配信日登録呼出し（ＵＴＫ１

１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼び出してから登録を行う必要があります。（直接Ｕ

ＴＫ業務を起動することはできません。） 

 

（１）登録・変更方法 

［１］申告者（「申告者」欄） 

登録対象の利用者コード（5 桁）を入力します。 

なお、既に「一括納付書等（特例即納）配信日登録呼出し（ＵＴＫ１１）」業務

で出力された利用者コードが出力されているため、変更できません。 

［２］対象年（「対象年」欄） 

対象年を西暦 4 桁で入力します。 

なお、既に「一括納付書等（特例即納）配信日登録呼出し（ＵＴＫ１１）」業務

で出力された対象年が出力されているため、変更できません。 

［３］１月引取許可の２月配信日（変更前）（「１月引取許可の２月配信日（変更前）」

欄） 

変更前の配信日（「０８」（８日）又は「２１」（２１日））を入力します。 

なお、既に「一括付書等（特例即納）配信日登録呼出し（ＵＴＫ１１）」業務で

出力された変更前の配信日が出力されているため、変更できません。 

［４］１月引取許可の２月配信日（変更後）（「１月引取許可の２月配信日（変更前）」

欄） 

出力された配信日（変更前）について変更が必要である場合は、変更後の配信

日（「０８」（８日）又は「２１」（２１日））を入力します。 

変更しない月については入力不要です。 

 

変更後の設定を入力します。 

変更前の設定状況が出力されます 
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（２）留意事項 

① 変更対象の輸入引取許可月が翌月以降である必要があります。したがって、翌々月

以降の管理資料のみ設定変更が可能であり、翌月配信の設定変更は不可となります。 

② 一括納付書等（特例即納）の配信日を２１日のままとする場合には、本業務にて配

信日を設定（変更）する必要はありません。 

③ 一括納付書等（特例即納）の配信日を８日（２１日）に設定した場合であっても、

配信日に設定していない２１日（８日）にも「一括納付書（特例即納）」のデータが無

い旨を示す管理資料が配信されます。 
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２６－２．一括納付書等（特例即納）配信日登録呼出し（ＵＴＫ１１）業務 

 

通関業者が「一括納付書等（特例即納）配信日登録（ＵＴＫ）」業務を実施する場合には、ま

ず初めに「一括納付書等（特例即納）配信日登録呼出し（ＵＴＫ１１）」業務を使用して登録さ

れている情報を、次の事項を入力して呼び出す必要があります。 

なお、本業務は照会業務として利用することが可能です。 

 

（１）呼び出し（照会）方法 

［１］申告者（「申告者」欄） 

呼び出したい利用者コード（5 桁）を入力します。 

［２］対象年（「対象年」欄） 

 呼び出したい対象年を西暦 4 桁で入力します。 

《入力例》 

 

 

（２）出力情報 

本呼び出し（照会）により、入力者に対し「一括納付書等（特例即納）配信日登録呼出

情報（出力情報コード：CAL1520）」が配信されます。 

 


